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I 研究の構想、
との研究は.一昨年 ，昨年と発表してきた I読解カの形成とその指導J( 1 ) ( lT)にひき統ぐもの
で.との〔狙〕をもって一応の完結を見るととに左る。 ζの伽究は.全国教育研究所通盟の共同研究の
一部でもあるので.その全体言十闘は.それと歩調を合わせてある。との研究の縫:t'81てついては .ζれま
でたびたび述べてきたととるであり .ととにほど〈簡単に記すKとどめたい。詳しくは前記の(r ) .













































うものを .続み手がどのように読みとっ てゆ〈か ，蹴み手がどのよラな統みの過程をたどるときに.正
しh鋭みや綴れる統み .あるいは深い読みや浅い27tみが主主ずるのであるか ，とうした読みのメカ zズみ
を明らかにし.その上に読解の学習指導を考えてゆきたいと思うのでらる。
もちろん .ζのような読解のメカエズムを科学的K解明すると hラζとは.2 • 3か年の研究では不




























第 2次研究は本年度の研'先で .次霊:;:(tC詳し〈述べるが .第 t次研究で見た児蛍袋提の銃みの様態K立

































・ 低学年(もしくは下位支障〉では .きわめてば〈ぜんとした注:意深さを欠いた読みをしている。 し
ふーたがって細部の読みとりは不正徳 .文章全体としては印象的な読みですませている。


















とができ yをいというのも .ζ うした力の不足トてよるものだといってよいであろう。




。 段落意識の調査で .読みを t次 .2次と重ねてゆぐと .低学年では ，最初は印象的直鎖的
把鐙をするが ，次第に具象や部王子を細かぐ見るために.小段落イとする傾向があり，高学年で
は大段落イヒナる傾向がある。
文章を読み進む過程の調査でも .下位訴は意味単位を小さぐ形成 しつつ読み進み .上位鮮
では意味単位を大き く形成して読んで~<。そとに意味単位を形成する読みの錨lと広狭の差
呉が見られる。




































































































が奨念るとと{宅情意 し ，その素材~~p した適切tt指導が念され念ければなら浅い。
3 指導仮説の設定と検証
以上K述べて脅え指導の要点は ，第 1次研究のょに立って理論的K考えられたものであるので， とれ
を実際指導の:場y1:$'るしたときに，はたしてそれが指導の要点となり待るものかどうか，実際の授業の
場でこれをt1/iiかめてみ3長ければならない。



























































































導の混M予約なも¢は .わりるい比事責笑昼食が可能没簡をもっているが ，読解指導のよう/t1:全it的な ものは
厳密には不可総といってよい。ぞとで，統領l岩手法(O:>n芯ro工-group me thod )のかわりVC，
交替僻Jミ(rOtationlllethod)を用いゐ ζ とが ，教育的念念珠からも考えられるが，函語教材は












飽縫であるし ， ぜた ， ÊI 己のえが〈泊~:惇的な持議方法ゃ ， 形磁のい〈っかを検証するKは少念〈とも ，










とI:~(説明的文食というのは，論説文 ，解説文 ， 説明文， 防護実文というような ，ととばの伝達的機能
を主とした知まのととであり，文学形般論の先遂といわれる毛ウルトンあた9<0分類とさして呉走った
ものではない。近来，自言語教育では， I'文学教材」と f非文学的教材」というこ大会舗が流行し てーいる
ようであるが ，説明的文さという呼称は，ほぼその後者に当たると思われる。ただし ，その名のとかb
文章をさすものであって I r見出 しJ-r索引」・ 「辞磁の利府」 ・「語い集長幸J等のいわゆる実用的
危領i成(tC減する断片的念材料は含まないのでるる。ついでながら 「物語的文章Jないしは 「文学的文章l
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と I呼ぶ場合は，詩・呼びかけ (シユブ レ 巳コ ール ) ・ 俳句・ 短歌等の特殊な短かい形式のものは会主~
I.r>ととにする。
さて 2 との説明的XiP.1i.るものは，一般(1，ζは論理繕造が妨憾で ，ととばの伝送的機能がじゅうぶんに






とするととるvc;hT .国語の学習指導要領の表現をかbる念らば fS常乞活(中学校では ，生活 )('(必
裂な薗絡の能力を婆い(中学校では，高め )，思考カを伸ばし.心情を重量か'ICして，言"詩生活の向上を
図る。」ととである。す念わち ，国語科では，ととばを育て，ととばをみ沙tき， ζとばの生活を高めるの
が一貫した目的となる。と ζろが ，他教科では ととばを犠介として思考をすすめ，自然科学的 ・社会
科学的な潔解や，認識をとげるのである。いわば ，内外の事象ゃ ，法買Ij性を正し〈犯梶ナるととが纂本
でるって，ととばはその用具と して駆使されるのである。 いうまでもな<.言語と思考とは ，入閣の頭
脳~'(会いて統一的κ存在するものであり.*質的念かかわりをもつものであるから，き誌を単在る自己号
として， いわば物想的・ 生劇19念燃休と して論じ去るわけにはゆかない。 しかし ，国語科と他教科との
木質的な差異は， ζとばをめ〈・る目的段の棺違K基づ〈と とは否定でき衣h築業である。
ところで， ζの 「ととば」を対象とする国語科指導('(もいぐっかの勘i緩や，領域がある。紀要喜寄与1
集の 5真にも述ぺえよう K . 小・ 中学校のJ~跨科κかいては，次の三つが考えられる。
① 言語の行動化の学習
言語を主体的に行為として佼lハ得る ようκ償黙させる学習であり， ととばと自己の一体化を図る
もので4うってJ中校の低学年では特{そ霊祭在学主要である。 言語の俊別場勤K応 じて ，経験的}て学
習する ζ と(るいさつ・電話遊び等々) ゃ ， 共通語の佼月号 ， 方言の矯正常ー も ζ の領域I'C~認する。と
とばを身につけ，言言と$の対応を体得する学習といってもよい。
② 言語の表現-理解過程の学習




































宜も得たか ，:!:ζとκ多級多後でさ与った。そとで，われわれとしては， r文主主K.f!Pする指導J. r文章
の継侍性f'(立脚して読み進むための指導」という指標を掲げ，とれをい〈つかの指導形態の中で貰ぬい
てみIうとしたのである。







A.問街中心の討議的形態 s .分析的方法を重点とする形態 O.文娠中心の議義形態
それぞれの彩般について，われわれが一応怨定している特徴はっき・のようでるる。
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A 周1m討議的形磁 B .分析的読解形Jぷ c .鰍 中心の誹議形態
文議絞併を間短解決学習的1(遂 |文急傍迭を勝額l自体明らかκし，I読み手の読みの俄能κ泊ってゆ
め，生徒の位性を鱒させよ |文章宏静的附てゆ〈臓が強い.1 <ζとにつとめる。
うとナる方向 lしたがって ，段落嫌民主 ・段落相互 したがって文掌を順序を追って |
|ω 行問題慌の島れ |の関係 主念文 重要語の抽出 |絵附吋刷附に叫乞
| 問題齢の賃駒念吟峨珠肘す付ゐと怯芸共主収κ，問引|令刊文の嫡図式尚的t欄巴開偲M が地怠蹴袋財な伶 し，文斌脈を忠笑航陀たどる£う川に引i 
題意:織を高めるととが重要~~ I業となる。 配慮するのである。 I
る。 はた一般Ifr.tl，文法的知識の開 講義制主となT.閥的形態i
形式上の学部長同化が ，内面的 jなどが刀、なり加味されてくるよう|とね。
にも .どのようK集団思考とし iである。 !読み手に読みの機会を多ぐ与え i
て潟村得るか寄付重要点で |飢え官制;，どう脱づけられ|欄ほ考をう念悦うとする i














a: I 1 . 2 I奇












































13 I :5 大 意
向 | ・ 自由説
(6) 1 。 大念発表
(4) I 6 智頭部 ・指示語

























































































































けん な自に会うとい うζ とそよく知っているからであろう0 ・25
小学校5年 国語科学習指導略案
1 窓材前 出 「野生のさる 」
指導者新潟県立教育研究所
所員谷沢道房
2 EI襟 (1) さるの社会生活にも，階層や鋭律のようなものがあTJ集団生活維持のためKそれが守
られているととを読みとらせ ，できれば自然の摂理を感得させたい。


















J患い.?êるよう ~1醤場態度によって読みを傑めてゆ ぐ ζ ともたいせつでるるω ただし，とうし
たととは.1窃肢に鋭念的(t(こ要求ずべきものでは乏い。




事後テ スト 2 5分程度
ら展開ou..…以下のA. B .0の草案代よって実施した笑践例を参照、していただきたい。
指導案は省略する。
























































































































0# 注 ※ 板善幸
出す。導入である。
害虫 飾 !氾王室 ・板 遡 1 考察その他 t 
(口々に〉虫f:E. !llt笠の |
ミ5る。 |
( 握手~ 民)，さる 一一ー と4反容しなが6)ζれ
31は野という字ですね。 ζれは 定 .:3::さる
とか，王E活するとか いう字ですね。
聖子Iおにg然に壬E活 している Sる一一容する
。に 臼芳設のまiI::のさる という乙とですね。 み





と吾観察したその文抵の 1節分 なんです。 ず
っと まだたく 6んあるんですけれども ，そ
のうちの 1飢分 去をきょうとめすでみ なー さん
4 Iと勉強し涼しょう。
との絡はと てもいい犯だそうですね。 先
~とは ，はじめて勉強するのだから . 一つ
だけお約事貸しましょうのそれは法騒なしに
どんどんものぞ寄ってもらうζ とです。い
いです匁。 ζ のプリン トは教符穏にすると
。3ペー ジくらいになり玄 す。みんと!.(J))勺で













I ， ~ 一向締約4分 )
※ 
社会 主妥然制依 願滋
9 I読み終わっても l回だけでやめないで ，く 1潤ぞおく 広民主 自由





































!新 出文 字・ 続轡文字










!盟こと 一 郎 し 日 ・竺LLJ雪その他 I
じゃひとつ.乙れはいったいなんのζ とぞ I I る。 I
偉いた文忠でしょう。 υとロにいうと・波 I I 
辺 6ん 。 i
さるの9::清 一次説みらしい，さ






























はい .よろしい ，つぎ布悶 6ん。
(石間指名餓)
はい，よろレb、。みんなlil'1.'1時間目 bこして


































































































































































































ぜ っかくよげたのですから畿自かはっきり I Iわれないと思う。も
いえたらなおよいと思います。辺自がiEし I Iっとも， ζのよ うな
32 !くいえた方に忠商己右上げるかもしれ，まぜん I I紙徳的な杷銭にとど
ょ 。中山主主どう， 思 いついた。中山活が 3I IまっているE畳間宝の子
謙吾選んだのもいいんですよ。中の山の勝 I IどもOJ読み冶的確に
ちと い ってあげたいんだけどな。もうち ょ I Iすおととが指導なの




1 ，4 ，7。はなあん。そのま舗鴎ば 。
1 . <1 .7。
まず， 7斑は人闘との迎い。 |ζ(IJ子の読みの皮応
doと人調とωちがいとい|は.かなり主 織的で
うζ とセ滋んだんで .それ |しかめ多断的な興味
から ，4.班は乎ざるだけが|を抱いているようで
なぜ聞出が与えられて ，お |るる。 父績に鍔1した














か，甲味ぞ絢べるために とかいうものさI Iの視点 ぞ示レたの
しを使っていうとわりあいに言いやすいんI Iはよいが.子ども
じゃない。金体か節分か，あるいは形の上I Iにはそれがどう安
のζ とか申味のζ とかというふうに区別レI Iけとられているか















関厳君。 I I関滋議ぞ深めたか d
ふうん。
はるほど 1番， 1義がいいというζ とは
l潜と似た とζ ろがいいという乙とですね
〈恢得中の さまり という箇所にみな











































40 I I (需品 〉
そうすると震がSっきいったζれは(7務 I I 主在誌におぼれる1泌
を dざして)どういうζ とになる。 そういI I みの欠絡径沼崎レ
う考えかたで読むのもたいせつなんですが I I て.読みの総えを












43 Iとのへんで王手経あげて選んでもらいま し ょ
う。いいですか， 一つだけさめてく/ごときい
では l草昏(7J人-……・・2議・・ . 
-…・8者 (挙草霊堂をかぞえる)
dあ ，ζ れをみると③が一審多くて②が





46 Iですか。 ζ れ役いっレょに レて周闘のよう
な形に してみ亥しょうか。後か。はい。
そうですね。
lぼく陶器と3ねんですけ | 研究蜘 だ刊な
れど3今殺の万は，さるの包括| く.~監理事設定にぷ
全体のととを考えているで し | る研究方法(C ~主で
よう。それでそれぞ絢ベる時 ふれていて，平素
に分けてみるんだと!患います4の学習限度のよい
そうすると .3呑めような | ζ とがうかがわれ !
ことが容いであるんだと尽b、| る。 I
ます。 I I 
① 3名② 10:名
③ 28:翁 ④ 1名
③ 。 ③ 1名





























児 a ・ 綬昌喜























































































10 Iそれじ平 そろそろ班ごとに揺し合ってみ I I分析が自然になさ
てください。 I Iれていくと考え ら
王正のZ舌し合い濡発 |れたからであお。 I

































































てあるよ。 I た f;~ し子ども相主主 |
(その他母ざるとあ刀、んぼ |のコミニュケーシ |
うざるかととなどいろいろ出 iョンが有効になる
16 Iる。) Iためには a子ども























17 I :孟かの人は，仰さ終わる点で ，めいめいの
住郡ぞつづけてくだSい。
( 1 . 3 I 5 • 7J:A[) ! 
等閥隔に{立盟主して担iUlcF I 
※IHE i※3t正 l
1 食事 σ:J~曹はじりんばんがある。 I ① くらい(としよりざるが i解答7.e.ii!i犯すると
2 よ位たちが食べている自主は，ほかのel 中心)えず，だいたいが
るたちは決してえ6場にはいらない。 I② 自由(子ざるだけ) I叙主宰(/J順序にした
S 子ざるはとくべつIBEBだ。 I③ ぇ ë:~食べるじゅん巻 lがい，段慾の締成
I (⑤ 淫まりそまむら伝いとつ に且日しているとと
。 いほう がわかる。自然な ‘
1 きびしいきまり 1ずなおな三Eとめか l
1 I 1こと考えられる。
※5主正 |※?紙 ! ただ，段書事情成1- i …会一1ーの糊2 食事を食べる明辛子 。o I化という点では a
S 予ざるたちの自由と6るたちの言きびし . .:!るたちがえ e織 にいる lいeeかあ定い点
いきまり | 治1は，ほかの δー るはけっ レ |があるめは Ifi';み



















6て .3l:1fは(読み上げる) 3斑はちょ |


























はい 1~圧は，それじゃ宛表レてくだ芯い。I ( 板君主ω唄に総みあげる〕
1 食事の時はH民謡がある
2 上 位たちが食ぺている時
は い，つけくわえるととがありませんか。 I は，ほかのδるたちは決し













































1 l;rぃ。 ζ n.で.だいたい発事史されたもの巻
|つかんだようです刀‘ら .ζζで絡し合いを
1してもらいまし tうかね。






I 27 Iそうする とζ の昌子慣のSるたちのとE治とい
: Iうのはどうだというんでし ょう。はい君




































































































児認・絞俗 ! 考察そ ω 他
























人間と淘 じように一 つの大主主;既得縞験や ・既成.
なさる聞というが ・そう いう lの認議と ・文 章統
ふうなものがあって .その中 |僚 によ って成立し
の大将が人側でいえば社長 ‘I1三重苦書誌の統合10，


























4 聖者.ilj 教 lIi! 短1ft ・ 仮聖書 考察そ Q.他





i-…叫にi食べているM ・ 端的見ぞとる il iとパ色村ぱ主







Ql;t.;鱈 おもレろいんですけどQ < 叉載の聞
にある ζ とについておレ合 っているかな。 |
人制とばかりくらべ てい定すけどね。ね




し刀、し .ζζで Eまとめてほ しいのは ・泉仮
にSいてぷる さるの包括圭とき ま り につ
' いて.それはとうなぐとい£す という強愛
を中心にしてもらいたいんです司それか先
lM1最初のお願いなんで可 。 伊藤望書のよう ;
，= .ぎる聞にも社長や議長みたいのがあっ |
て人州とおんなじだ ・というれは ・婿切で |

























































































40 Iはい 乙 ζ へ順位ぞ穆いてみんなで考え争
すいようにしますから .ゆっくりきってみ













あ 小佼 .小佼というf.f!f;fI1き ζ えましたが
あのね。」ニ，甲 .下といいま寸ね。 ζ の時
は下 (カ)il1と読む、んです。小というとと
はは .六 ，中 ，小という時に {兇うんです。
乙 とばには乙 ういうさまりがめるんですね
だから乙の時は下(刀 〉低。























































ディ・フ 7ー ス トがめって .
めのあのお8るさんの方にも





















45 • fまい .上位にはいると思いま
.す。
よ位というな見。 レディ・ファース ト ぽ!
か従かいいととをいうね。 4請。学唾更でレヂ |































はい t .:t .千石主主でレたね。下石おのは .
あかんはうざるめζ とは 8いてゐるという
んで tが .まきはめかんぼうざる1?-1'-dるの
46 I rl:1へ含めて5巧えているんで しょ うね。で .
めかん;まうぎるの ζ とは得いてゐるが .高ま
ざるのと とは全然一一ち っ と も ~いてない


































どんだんお認がお もしろく なっ てきまレl
たし .みんなの若蓄えもは っ8リしてきま レl
た。とてむ よいんですが .時 間金無砲して|
ちぢめたので じ中うぶんに話し合ってわら|
えないのが銭念です。急ぐようですが .と |

















































るわけで寸から ，母車晶の万も暖かく F手守っ l





!尽 居留 ・ 絞得
491 ，読んだわたしたちが想像寸るわけですね」










きび しく なっていく '
ものと思われる。
全体 のととをわっと .もっと勉強 し従け
ればなりませんが .お絡し合いのf時fゆがあ





きまりをやぶるとどうい うζ とに従るんで i
(一向)1まい
宅ro I I 
I (口有)i白抜さ れる。危険}ニ i
!なる。 。
通産量されるというこ ζ1.1:，たいへんなとと I I乙の一 節は比般的-A
50 rでτね。さるはま呉国生活をレているで しょ : I体例に乏しいので ，
ぅ。危険がくると仲刷崎士で知らせあった I r rさけんぽ自に会う
りします。そして呪荷で鎌滅寸るように伝 I I Jという笑厳令迎勝l
えて身令守り家す。敵に刻して簸回行裁を I Iさせる乙 とが困難で|
して 法命を守り ます。ととうが .追放され I I iある。したがってと[
てま県白から仲間はずれにされると .身 ぞ守 |の荘重賓の補鋭は必要l!J
る ととがで湾々ぃ。だから1m主主というとと |である と考えている4
は死ねというのと1司じととになるわけです。 I I 
l たいへんに とわし、。だから食場の駁穏な I I I i-きち一九殿内…叶 1 : 




さて ，I母坐 の さるのさまりの一 つがだい
たいわかったかと思いますが .細か伎とと
ろはていねいに読んで潟えてください。 ，
じゃ .みな ちんの組 がますますりっぱに !




指導過程の第 1次の読み主では 5祭共通であるから ，それ以降vcつhてふれてみたい。
わ九われの立場からすると，読書曜とは . 読み手が，客餅的κ叙述された文E訟に ~O しながら . 書き手の:意
味体制を主体的ltL把I屋するζ とであ .!J，読みに伴う思考がそのまま理解jej程 (解拠品程 )をなすもの
でるる。ナなわち ，国語科の統鰐では ，文&そのものがいわば問題そのものに相当するのであって，社





強〈推し進めると ，学習者の読み手と しての窓織がゆがみ，線~解決の手段と して文定を 見るような態










A案では ，討議学習という形を止っているので，討議占むの得失も問題と衣みが ，それは総括のと ζる
に議.!J，授業の笑i擦についてふb返ってみたい。
(句 研究問題の設定は，きわめてE重要ではるるが， 1時間をかけず~たようであゐ。




団を ，特定の学湾形態に応じ得る一つの学習集団として馴主主してお、〈 ζとが必要とぎれる。そとで ，指
吟者としては ， ~2騰の問趨解決のための話し合いの予備訓練を施ナつもりで時間をかけたのである。
したがって .平案から指導者の思うよう念却に訓練してかけば時間的な効率はあがるはずである。もっ




はじめて￠学級であり ， しかも平素昔、j議学!i[;;を刷い ・どい~い学級であ ったためVι ， 真の討議学留は成
立していないが，討議を高めるより具体的な宗安が必要であったと怠われる。文:t;i:の内容や場笑ItLRPし
-36-














また ，問題の中(11:は「い〈つに分けられる沙b その一つ一つにどんなととが書いてあるゑ句 Jという
段務研究の明書Eがあった。とれは ，学習問題としては ，一般的共通的なものであっ・て ，ζの教材特有の
問題ではない。したがって ，子どもに対して ，目的と方法の弁別を明白にさせなければをらない。 rな
VてをJ調べるために.rどのようにJするのかという ，目的論と方法翁の立場を明篠にし念ければ念ら
左いのである。

















i 通算 入(山の さるへの怨像)
l凶目指示
略 )野笠のさるの慾味規定




、指 名 読(批正と共i庖点の指導 )
1 E寺
新潟市立高万代'J~校 5~手
注 。児童 ※仮寄 O考書書
者五i!} ・ 考察
※社会 H良伎一上位 巾位
下依 J断書幸 広庭 自由
{渇ぞお く i自欽 木の 実
121たいへんよく読んでくれたので ，みんなも中味がよくわかった|指名鋭から.偲BU読みにうつり
と思い去すが .乙の野去のちるという又閉まー ロにまとめると !めいめいが主体 的に者える契機




151 Iまい ，それじゃだいたいどん伐ととが偉いであるかo大窓とい|※ 大窓
ってもいいし .まとめというてむいいんだが .脇見のある人は|
一ーはい秋巻沼 | 
・さ るの干士会にも司自伎がめるという ζ と ※ A ，q民t立がある
(仮普通する )苧れから同じ窓見Y ったら .r I~司じ です。 J とか
r ~空局・で寸。 J とかい って く ださ ~'o 怨見のない人はないはず|学習活動の際の発夜間認を lZbíさ
ですね。それ r.:ゃ緩井主言。 Iしておく ζ とが思考錬作の上で
・え さそ食べるにむほi替がめる。 I{良平~r.ご と J包われ る。
Jうー ん。えらいえらいよくいえましたね。 〈仮里子する ) I※ B え さを食べるにらJlti恐が
ltt ab . なかなか元気が出て をきました;f~o Iよい ，五十胤君。 1 ある
I .ぎるのきまも川乙とが縫い てある。
ほう (仮持する ) I※ C <!:'るのさまり
まだあるかえ主のようし .丸山美綾子8ん。
-どうしてさるが順位とか t A~ ，:醤ぞ守っているか。
。なるほど〈板選:しながら )どうして守っているかと いうんで寸
~れは . r頃位の万へ つけまし tうか。どう。
. ~ 、 し、可7喝号。
は い ，{jt綴さん。
• i;tい .聖子生のさるたちのいろいろなさまリについて
※ A ~街{lT.がある α どうして守
っているか。
lはa-..そうすると .ぁt;cr.このきい章受わしかたそご〈餓単にする |比唱置させて呉l司関係を弁Eりさせ
と .どとかにl噂Uのがありませんか。 1るこ乙む ，子どもの分析的な思
• Iまい .Cと局じです。 1:樗そ育てる一 法 となろう。
じゃそうしまし ょう。水泌さん。
・8るにはいろいろなきまり がめっ て， それがよく 守られ
ているの
すると .ζれは ，Cのつけたしと潟えてい いで寸 か。
• Iまし、
Cぞ出したのはだれでしたかね。め ，怠どうですか.溜のに水 i※ C さるには .き渡りがあっ
苗置さんの慾見入 れてやっていいですか。 I て.それがよく守られてい l
• Iまい 入れていいです。
|なかなかよくまとめましたねの (水必1の応谷川曾しながら〉




・1まい 野生の さるのー自の位指 | 
ほう .なかなかあるね。どういう表わしかたが念体ぞまとめてい省※0 野生のさるのー 自の生
んにろう。 (仮欝レながら ) は い.a'閉めけみさん。 I 活
・え §ぞ食べるときのさるの行動
1なかなかむずかしいととはぞ使い 玄 したね。 Bとちょっ と似ていま|子どもは .比較的頃純にらの
すが， ζ れどうしますか .roけみsん。 1を者えるので.教師の示唆に
・8の中に入れでもいいです。 1I司諭するが果たしてそのまま
そう .でももう foPG広く言っていて .I頃番だけの ζ とでは 1".;:いよう!でよ いものでめろうか。
ですから .やっぱり別にしておきま しょうかo Eですね。(板特す!※ E えさを食べるときのさ
る )さみ.見ている 人は .とれらの弓ちのどれぞ滋ぷかきめておL、l あの行動
てくださも、。とれを選ぶというととl.t.，との文鮮の中味ぞよく読んl
で考えるというと となんですね o .~ぶ前に本交に もよう一度目を窃すi 交窓口即する縫かめ
21 1とL、L、ね。
-各自然訪:，速読 (約 2分〉23 
それじゃ .いいですかo 乙のうろから一つだけ単ぞゐげて ください。※OA 順位がある ……
Aはめりませんか。 ζ れはOですね。はい8は .おや浅念でしたとIOB 
れも0。じゃ C.ζれは多いね 29刷、， 7剣く らいで すね1.29C
O .ζれは 10名.Eの 人 ，はい 4名。 AとBは総選ですが， ζ吋 10D




ついて .いろいろ書いてありますけ ど ，乙ζ からと乙烹ではな;ニ吟
|告書いてあるか .(q_r仁11のようは図令仮必しながら)その次はど1※ n_11 ru寸
うかというぐあいに.:ro認のまとま りぞうりてみてください。 ζ 。
ういうのをなんでいいましたかね。 全文をつはげてよくわかる たd役緩怠識令官fてそれが全体と
・(口 4'1ニ〉 段高~ Iして体制化されるものである
けい.段落といいま したね。との段前年令区切る仕事ぞやってくださ|とことをi溺彩によっても示した




あげますから。 そのみとで発表 してもらいますから .はじめて。
(机l渇巡観して.(，乍栄治叡の控毘華美とtl1i話事)
27 
31 Iぞれじゃ .区切るのはだいたいいいよ うですね。 l段は何行自まで.
2段，例行局まう?というようにして答えましょう。はい."1附望書ど!
うですが。 1乙ういう段毒事作業のために ，
・はい 四つにわり ました。 I友文の行獄ぞ下側め しくは ，
そう ，何行自だか ，g-えるね。 Iよ仰に記載 しておくのが便利
・1段は .9行自 !であると場う。
・次. 1 3 ~寸邑まで 2段
・19待目立で3段
33 I ・それから .あと差是り
はい .11崎怠は， ζ ういうよ うに(仮おして ，行数ぞ惨さ入れながi※
ら…… )4段に分 け ました。 ζ れと附じ人.li ~ ' 0 それじゃまだはI ~
かに発表してくだδぃ。 1
(以下.段落区分の 発表泌.然仮に それぞまとめる。 3段以下はi
ない。 )
20 15 10 5 
19 9 Iーー
世2 13 1 !.JZ9 
. 13 " 6':ii二
19 .， 3 1-
:t~ 19o I 
言r τ9 911宥
22 】9 139 -日
夜寸γ 13 9 11六i




敏節 兇 a 告王宮号 ・ 考銭
ずいぶんいろいう出£したね。しか し .ずうっと企体eみると .:1盆 Ii彰式段君事と怠峡段熔の合数i二
位ったととろが 出て来ましたね。 Iついて教示しよ うとしにむの





というととがわかり ますね。ととろで.中事長が1尚昆亙です。どういう lを隠際する乙とによって .全
わけだから ，そ乙で区切ってまとめたという乙とが宮え信ければ .1:文の意事主体制化令理ろうとす
わかっ ているととにはなりません。





教師 仮 S ・考察児司E
きのうは .たいへん議し〈勉強 しました。君たちの文俊の切りがた l※野忠 乃 さ る
が々かなかおもしろくて ，10綬書曹はどゐりましたね。 『 ょうは .I 
文E段蛍の切り 1か~>た唱ぞF巾
2話舌し合つてもらいEま寸@言曾雪のうは切らずに '会3文E屯を?ひと‘み主とまり に IOA J府民位がよ必うる。どうレ
考える人がひとりいましrたこ。その c次kは 3~綾安語怒L 4~段E 員泌r . 5段時嫁草 .一 l で勺守玄つているか@
著書締1かに切った人カ:6段持軍で したね。 ではもうー従， fIt昨年の切りか I0 B えさを食べるにむj頃
たや.その問自舎にしかめるつもりで文章ぞ読んでみてくとおい。 1 診
(前E寺 の学需給泉~!墜塑遣して仮担号する 。) 129C さる心(.tdまりがめ
51 1 2.エ主i'.1.>1 J::_5_主主主汽
は t， .やめて . 1 主主至。
きのうみんなと話し合つヤけれどむ .だいたい行の変わり白 .形の 110D 脅壬E))さるの l自の
上の空聖母(C，そういうととろで切っているのがひじように多い。みん| 行動
'.一致している。 ζ の l字下がりになっているとにろは ，にいてい 1 4E えさを食べるとぎの
書く人が新レい乙とそ骨とうとか . つぎのお話~fIr ζ うとかい うそR さるの行勧
持ちで欝いているすっけです。 1※
1行自の「さるのなか窓口和Jというと乙ろは .1宅許可てがってι、I25 2o 15 1o [j I 
主主すね。こういう 1学下がり の よとろが形の上の句占有事ですね。です I 19 0 
一一一一えて.………|つ 2 13 「 1RI
意味ぞつないでゆく ζ とがたいせつです。 I 13 G 3 B 
ととろで ， 滋味のかr-~ りは . 金総との形のかたまリかというと I 1司 ¥) ~ 
必ずしむそうではない@餓u'人の受けとりかたによ って .かたまり! 山 13 Il 




切った人 が ・ゐとから切れ目どおりになおしたのは ・やっぱり自 然 !
なんでしょうね。
| と乙ろで .51没と6段の人は .1行だけで 1段毒事4ニ)ているんで|
すけ ど，その現副はどうI".J:んで寸か。はい， ~主 |全文の大前提としての 1行 自
・1まい.野公のさるの化か;1<にも， やー っぱりいるん牝集活があ|に主主回させ.その包所能h戚
る dニ思いま寸が .そのうちのさ まりがあるというととです。 i識させたかったのでめる。
22 J 9 13 l) 
22 19 1 S I 11六
-4 0-
敏郎 l尼 蛮 ゼ豆持・湾察
うーん .はい あんた。 Iよい総括である。 ζ うした明
・はい .わたレは 1行者号 1段記事にしたのは， 2行自からはどん|せきな役務主識 をむつものは
なさまり がめるかと い うと との説明だけれど ，郎の 1行は慾laιそ.文章帯電器まの犯錫に努
ま りがみる とい うととを館いてある。 でている ようでめる。
はい ，いまの白書聾Eさんの2主党はみんr.t:どうですか。 2行 自のその一






• 1行自のはきまりのととだし .2行自からもをき家りのととだ 2行自以下 が， 1行の中6ニ包
からいっしょにJなると態いますの 揺され .2行が l行の従鰐関
なるほど，中味;ま l苛じだからくっつけるというんですねc 係にある こ とを怨織していな
いまの井よ翁の滋見ですと ， 順位という乙 とと ， をき まりというとと~¥" 乙れ令要量定する一つの方
とはいっし zのと土である .イコー Jレだというんですねc どうです|後は.指示諸について題解さ
か。 Iせ.rその一つは Jと .笛か
はい ，i，:雪国ーさん。 1:れている点に注目ーさせるとと
.00のそ うすると .えさぞ食べる時 iこも)1良署があるで し t。そである。そろすると.順位と
れむ念品の々かまのさまりなんだし ，II~m~J きま りなんで. か ，顕著昏は .ざまりの申の 1
それはみんなき友リの一 つ でし ょ。だから .いろいろなさま郎でめる ζ とが鴫臼になって
りというのは定た別です 。 くるはずである。
どう.みんなわかりますかu 吉回さん:主1行わけた方がいいという
隊見なんですn き業りという中に1;1: .ζ っちでいっτいる品質伎や順
番もはいるので .いろいろなさ玄 リというのは大さいんで .弁」ニ童書白
のように さ * L)イコール胤佼ではないという考えなんで寸 。 I
じゃ.弁よ諮の芯見に焚成の人.草をあげ てくとδぃ。 I
・(10名挙革 J ・
はあ .10名緩いますね。古住iさんの感見に資a!iの人 | 
はい ，2f告はとですね。そうですね。持よ羽のj怒見心わかるんです | 
けれど .乙の父:政ね.全体を貌んでみると .1行君はどうでしたか ! 
ね。読んでみなさい。 ※ さるのと2かまにもいろい !
・{一斉に)きるのぞZかまにわいろいろなさ志りがある。 ろとEさまりがあるo I 
( 15C1i'紙付しながら)はあはあo 乙れは金交の吟さ出しのととうi
ですね。 ζれは 全体の乙とを言っていると ζ ろですねε2行自はなi
んと 省いで ある。 I指示絡の術導と共に .:51:.と文
. ( 一斉に〉その一つは ， さるの社会に t基地H立があって . え~ ， の関係に主主怒させ . ζ の叉認
を食べるにも顧客がはっきりと決法っているということであ:に記述 されていると与がらの
る。 I上位紙念と下位観念とを弁BU

























そう .もっとずばり主主ったらどういうζ とじ なる。
そのというのはどれにめたるか。飯浜芯ん
・き まり









指示錨のf中I山 まずいぶんありますよ。との ，その(絞替・・・・ ζ の
.そ の.あの .どの)遣い ととろはあの .わからないのはどの と
いいますね。ぞうする と l審近いのは .ζ の .それから .その i謹
くをさすのはあの .きまっていないが .わからないのはどの .ζれ






となた .そなに .あなた .どなた .
lとれ ・芯い
・それ .あれ .どれ
そう ，~ 、ろいろあるでしょう。怒い ζ とr<tわありますよ。乙いつ.
そいつ .あいつ ，e'いつだ フヲンスだなんてね。
・(笑筒〉
:;Z:~置の中には とれら というの向ありまE寸ね。じ や それら と I ;;l;:~の将色は指示紛が多く
向いうわけです。で .との指示録1;1:必ず交の中のととを錆していま 散在しているζ とである。乙
寸から .そろいろ点に注意 して説んでくださも、。 うした適!;~的な ζ とばのさま
じキ.乙のl行図は .いろいろなをきまリがあるんだというととe会 !りを意識してま罷み進むζ と/)$
161体と して宅吹いっていますからとれを一応 l段にいたしまし ょう。 I重要量である。
l 司ると 2段はど乙で区切ったらつ乙・弓がいいか5分 l.tと続んで l 
|考えてください。
! それでい訟の l行自のとi:.， t~ tJ>んたんにすると[き淀川ある! 油輸叫式化レて乙ら
んだJ(仮寝・… .l主三21)さまり乙わくの白に 答いてくだ8ぃ。 iえさせようとして .i:Hl段ぞ
17 乙今い今Aうにして .2宮聖母、まとめてみましょう o 3段{士 4段 筏例としにのである。





!はい 三つにわけでl -一勺l立 ・3るたちのさまりの ζ とがかかれている。 l※ 
:まい ，とれはみん従I司じだね。 ζ れは 1段 ぞう寸るとをきのう l符 ! 
で切らなかった人は .もう 1殴ふえるととになり玄すね。 I
はい ・蜘ですね(開 制) 1 
1 ・2引は ・食事の行動
i ・3訪問は きまりが守られているっていうとと@きまり。 ! 
はい ， きまりが守られている(仮~. . … ・きまりが守られている。 )
|そ 今 .ζ れわいい者えですほ のほかにありま寸か。じゃ 長谷川1さ
ん






































































































































































































































































ぞ うした際に .必ず鑓出され !
ている怠見ぞ客観的に 正 しく l
把録している必必があると恩
はい .じ やこれととれを(鮫硲の子ざるの自由と ，きまりが守られ
ている令指しはがら jいっしょにしたわけねの
• Iまも、 iう。
そういろ請書えかためできますね。 羽田調書怠の 王室見はどうで しょ うか。 i子 どもの窓見 。告書室示されたま
最初口怠ってわらった石塚主主ののは長谷11さんのとくらべると.ど |まにら列しておくこ とは .い
うなるんです。 君lのに は明伎とい うのが出てきませんが ・・・ i たずらに混乱を鰐く ばかりで
. (まい ，き まりという ことに .さま りと順位がはい って ，食事 !集箇思考そ高・めるものではな
は同じ |いと思われる 。そとで .IJ量示
はあ .1と2がい っし Iになって .3は同じ iされた怒克と ，自己の :e:見と
・そして子ざるの自由と.守られているとい うのがい っ しょで !の呉肉関係，包然関係 .相原
さまり 0 ・ |関係等をよく遊解させるため 白




さて .ためしにさっ き草をあげてもらったら5段 ロ考えた泉谷川































| んど細伽伽かれ、〈銃んで判寄ω …:.1'J:ル山従U川 6り一J
君主 飾 宛 王宮
| 総 Aか刈‘哨総む人め削りま制せんか。金釧終かかつてい令い人。
じゃ耳石棺若伸子さん 1段目と 2殴自のと ζ ろ l 













さて上 位ざるで .一番 強 いのはなにざるですっての
・ (一斉〉隊長ざる

















; ・〈ー湾)5行 自 |※ 
I ，まい .わかっている 人は鋭み乏し ょう。 ζ の上位の 6匹の閣にもー | 上位⑤
1 ・〈ー資)はっさりした順位がめって | 隊長ざる
| さあどういう ζ となの 務国主主 I 1 23456 
1 ・はい .強いさるの闘にも位の順がある。 I 中位| そろ 啄制叫……長ω町い舟が川e口1とけ…寸
あるわけですね。ラ ンキング さfれl"てでいるわtけすです。じや申似のさる l 下位
は… …・・五十嵐省 ! 少E ざる




そう .中位あ坊となのお寸ざるで寸ね。 ζ れは何(!!;いるの |単ξrる口間口符よりは .メモ
(般信 中位 おと (.f: のお.~eる) Iをとらせたり .ノー ト作業を
. (口々〉わかりません。惨いてない など |させたりすれ(;1:. ~!IW5読み ，ま
そうですね。疋般に鋭んでいくと .はっさり しま寸ね。寸るとーお !δ ら l二的織は伝るので .鑓箆
下は下位ですが .とればなんですか。はい ，いっしょに |の免法によって .年版製のメ
・わか宅まざる .~~ざる iモ用紙が配布され .それに監査
モう(仮器下位 わか者ざる .少年~る) I時紀入寸る乙とによって思考
ζ れできるの順位というのがだいたいわかりましたね。とれが鰐 |が助けられたの
2段の中味です。そうすると.モのっさ・の 3段聞は食磁のととそい| 戦後の国籍歓2では一 般に
うのですけれどそれは .ど ζからととまででしたか |ノー ト指泌が等問視δれ てい
・1リ行自から 19行自是正で |る償問がゐるが .eト後はじ噛
| はい .ととにはどんとrょうすが I:if!いでありますか.だいたいわかる4うぶんに 「持くとと Jの指導 i
- 4 4ー






































































































. (口々に J出て き ません。




じゃ .とうすればいいんでし ょう。 i!i閉さん。
・母ざるとあかんほ うざるは .中位のおすぎるのよ
じゃ .よ位〈よんで寸か。 ぞうは っさり嘗いてゐるの。
-いいえ
そう寸ると父;績の中にはっさり曾いて あるものと .ぞれからわに し |密かれてある文軍事実と .続
たちが文法をもとにして@像す るものとがあるわけですね。乙うじ|み王手の推測という心澄現象や
ゃな いかな と想像す るものがあるわけです。 との 母ざる と赤 んぼ|じ争うぶんに弁別8せ Qとと
うざあの悶悶もそうなんですね。耳買佼はな にむおいてありません。 Iは .続みを.iEしく寸る道でみ
ただ .母ざると赤んぼうざるはだれに守 られ ているんです。 Iる e
. (口.<r) 上位の~る
そう .よ似のさるに守られているのであって .母 ざるたちがそのま
まよ位でめるというわけではあっま せんね。だから aとのよ位のさ
るのふろくみたいなもんだと思われませんか。
ζ ういう具合にね。聖母いてあるむのを もと巳 して .組織するとい
う読みかだがめるんで寸けど .怨像が正しくなるようにするには .
ていねいにおむ乙とが:大事です。
どう .とのえさを食べる ようすを読んで感じたζ とありますか。
網干さん。
-からだの強そうとのとか .よ iSlとか .え らいさるから耳買に食
べている乙と。
うん .うん .えらいものがいばってい るなあって感じ
まだほかに ，は い， 1)口減京
-えさを食べるにも 己主 まりがある。
うん .きま りがある .それで
-きまりがめるからさびしい。
rJ:るほど ，1毛並行自にわか者ざる ，それから少館ざるという順に獲
然と .きちんと .順序よ く行役われると能いであります。
と乙ろが'ii!にそうかというと .ζ とにある よう;ニ(板お……乎ざ
1主L、
・ζれから育ってさるのを士会ぞ作っていくキEぎるたちぞかわい
るの8仰をさレながら j特別の と とが めるoζれどうしてだと思う。|え意には， E言語表象のと お り
がっていると思います。
なか々かおもしろいととを2いました。 人闘 の世界とく らべたね 。
- 45-
に受け とるべき ものと .それ
ぞ &厳にしながら .読み串の
経験ゃ懲像で解釈すべきもの|
とがあると とに つ いて王寺干 の|
毒虫 白布 兜 ;鋸 板量全 ・ 考察
たしかにこういうζ とがめるんですね。 ざまりどおりで{tぃ， 例外 |群唆令与えようとレたもので
というようなζ とtJ!・-… Iゐる。
童書たちも うちへ帰ると特別自胞が評Eされているんじゃとtいかな。









そう団体生活.祭S'I生活令して.:Io玄いに守り合い助け合っている | さるの~活に興味ぞわたせ .
んですね。その集団から一匹lまっと放り出されると ，さるなんかは 11間接的に銃繋飲唱をあおると主主
すぐ法活 していけ公く交ってし主主うし.敵が来ても身や守るととが IIニ.乙の戦切に関巡する具象
うまくできはくなる。集団だと.いつもテレ ビのコンパッ トみたい 1伎界を仮完したい窓図である
に斥候を出したりして見綴りぞつけるんだけと.それもできない。 1綬業時間後tE絡したために .
集団で移動する時は申位ざるが先電話に立って都戒したり .敏の呂を i錆::3段以下の取り扱いがたい
くらま したりするんだけれどもそれわ してもらえなV¥O だから集団 |へん鮪麟になったとと廷反省
45 !から;ß1i!<:~れるとい うのは ， 71;ねといわれるのと閲じになってしま |している。
うんです。だからしっかりさ京りを守るんですね。
望書たちのクラスもなかなかいいクラスですから .どうかとれから
46 Iもさまりをよく守ってがんばってくださいね。じゃ 終わり京 しょ
ぅ。















読みの質全高めてゆ〈方訟が順当のように怠われ.o。 乙とまでの段階では ，むしろ， A案のように研究
- 46-
問題を設定ナる手数と時間がはぶけて ，質的('c速 ぐ深めてい〈ととができるようである9
(3) 大;意を t選択するために， 段落研究をするという連関的な過程は有効と思われる。
B祭では ，読みをS緩める手段として ，大司まを選択するために段落設定や ，家主主の深究を試みさせたの
であるが，とれば段落の念義を篠認するための一つの良法であったと思う。
段落の指導が ，単なる分析的な見地から断片的になされるのではなぐ，文章言論的設立場にないて指導
されるととが盟主し1ハ。 ナ念わち ，段落というものが ，文帝の 1当日百と しての静態的な:意味をもつので
は左<.X貨という生命体を綿織づけてhる有俄的動的な存在であるととを認識させるような指導がきE
ましいのである。生前りにいえば「段落と して切るために切る 」というゆきかえでば念しに 「全文をよ 〈
つ1iげてとらえるためκ初る」 という意識を杷持さぞなければならないと思 うの




1 0積額近〈の区王子がみられた。とれは .庭|立国語研究所の氷野 賢氏その他の誠査vcよっても著し〈
見られる現象である。そとで， 段落を尖向学習のためのものと して規制するには ，か念 hの嗣総を伴う
場合が多いと窓われる。そうした場合は .実践例で示したようt"<:，一応柔軟な態DIで段落区分の艇の広
狭を是緑、し攻がらも，文言をの内容に応じて妥当念区分を協定する ζとが£いと思われるロ
たとえば .第 1段を冒頭の 1行として認識させるためvc• J~場者がとったっち法v-1 ，文語雪全体の燐成か
ら.1行が全文の書き出しでゐ!J.大前提であるととを理解させるというゆきかたであった。とうした
指導を <j;J 返すと， しだいK文書呈傍若Eの認識が高ま って~ < ものとヨ号、えられる。
(5) 指示緩や ，接続詞の級官H'.ffil担保させるととは重要であり ，殊に説明文の場合1:t式的/i'{I;念持再撃が可能
と患われる。
文脈F亡したがって文窓を恐i鮮させる場合VC，指示語とか ，族続安!の機能を明磁!-c他健して草子 〈ととが
読弾事昔、助けるととはいうま でも念い。説明的文erでは， 指示指や接続詞が論底的文脈を的捻Vζつな ぐ作
用をするので ，指示される藷や文，接続する文や段落が比較的現穫に指摘できる。そとで ，読み手に具
体的('C.需産然と拐事暴するζともできる。そうした指導を掛ナ， ととばの機能をよぐ犯健さぜる走らば，総








(7) 段愈の~ボや ， 文凶作業だけに留ま ら -r ， 紺却の読みの指導を加える ζ とがたいせつである。































んばって。 ー ー だんだん手がたくさんあがってき主主したね。なかなか
いいぞ。はし， ，m村君。
・はい，さるの き 去り のととが欝い てあります。
は い， さるのき 烹 り，黒板へ害容きましょうかね。〈桜療す る。 )
-児泡さかんに挙羊




• dるのを士会の順位とさるたちの食事のようす。 I※ さるの社会のj煩伎と食事
はい .(応答を復lちしながら，板容寸る。 〉まだあるの"llJf_総さん。 | のようす
. .よb、，さるのまと洛
なるほど(仮獲しとCがら )さるの生活。まだある。
ない人に かけ ましょうか。石 井野手 さん。
・さるの1自の生活
はい ，それ .k昔のとだいぶ似ていますねo はい綬惇望書。 一一一一一一一
. <:寺るの順位のきまり
じゃ辛をめげ |※ さるの筆活
そ う ，どれかのお見と似ていt;，;い α
・さるの哩きまり己いうのと l瑚じです n
は い， 'まかにみ りませんか。
ですか。
だいたい乙 ζ にあげたのでいいん
. (口 身に )は い 。 いいで すなどの
じ干 ，とれでいいのc ほかt乙ありませんか。 さめ ，それじゃ bと
の文涯をーロにまとめたらどうなるのかをはっg り翁べるために，~
っと考え 深 く鋭む、ζ とにしまし ょう。
ますその鈎に， 女葺震というものはね。JlIの流れみたいなものですよ
信治川会体がわかるためには ('"の絡区I ~世紀 (jながら ) • 11よから，
22同sっと川下 まで ，普賢れにのって両婦の鼠色合眺めたり.'1'1屈を見たり
して ，日本海の'1口 までくだってζ ないとわかりません。文殺も同じ
ととです。はじめから， ていねいに よ んで， 上流，中流 ，下 流 と統み
浴んでとほいと金交の恕味が正しくつかめませんよ。ていねいに続む、
んですo でも ，ていねいというのは ，t:E怠深く考えながら務ひという
2乙 となんです。どんなふうにすれ1::1:いいんだろう。
-4 8ー
?、 、 ー ?
教師 児司Z 板喧幸 . ~き察
鏑 13Zを晃てどらん。
員事 1文はどうですか。ときるの
. (一斉)なかまにも ， I 三込
書量師 ・ 2尽tã' (:~(ニ 『 いろいろなきまりがゐる匂 J と鋭み，敏郎は. 1※ さるの信か定包会
l文号号線きする。 I いろいろなさまりがある
さあ ，との 1 行からどん~ζ 乙がわかりま寸か。苦ijiilS君。
・さるにはJ!1.ii伎がある。







一一一一 回付述書 |子どもは， 語法的知議から続
・きまりのあるのは人的だけでなくて，きるにらあるの |解するよりも，書審理怒らしくは
ははあ。溜どうしてそれに句がついたの。 I文法的!怒覚から縫主悲している
・さるのなか""ζゐききまりがあるっておいてあるから。 Iζ とが多いよ うでみる。レだ
そう ，さるの主主かまにあってと ζ ろね。閉村君なかIJか注窓深いで|がって，[入閣だけでなくJと
すね。人側ばかりでは信いヮてととで寸ねn なんとかにも ，なんと lいうようタ具体的な事畿をす
かにああるってととですね。にわーーいって乙・らん。 Iぐむらだして解明するわけで
. (一斉)，こも。 Iある。
ζ れはね，乙れとくらべると (には，と仮潜 ):孟っきりします。 I※ きるのなかま三iさ
さるのなかまにはとい弓と ，さるのなかまのζ とどけしかいってい
ない形になり戒すが，さるのなかぎにわたいうと， 1孟かにもあるし，1動物で類似のものがないか，
さるの4よかまに bあるという ζ とに役る。わかり志すか。 1子どもの親近感ぞ う々がすた
・(一斉)はい伶 iめの始倒であり，助詞「もJ
















-ぷ:王ありとか， ~曲きめりとかがいて，めいめいの仕事を・する。 | る。
そうをう ，




だから，交震を読む時には ，とん毛主 ζ とめ拷え々がら総(s乙いいん さるのt;t:かま巳.!>
です。一一一一ー さめ，その次2行自にいき~ l.J.う。なんと聖書いて | いろいろなさま旦がある l
ibる方 I ~.j， ・〈山々に J~2 3Z~恥ー {数師わ復唱しWら設定) I※ (ZU{つは，さるの批判
にはJI.慌位がゐって・・・・・…'1
さめ，は じめ仁いったように ，ζ の 2行 闘が，ちゃんと 1行間4ニつ I 1 
- 49ー
敏郎 児貢E 考 童英
ながりて ，) 1の後れのよ うになっているのすると ，その一 つはコて
のは ，絢につながっているわけだが ，そのってなんで しょう。
I . _ .~ほとんど金時半)i ほう， た いへんよくわかいだねー-鹿島さん。
ーさまりの中の一 つ(;1:， 
4そろ ，それでい いんで寸tJl，そのにあたる ζ とばをずばり い うとり
j ・ばい いろいるとt苦手家り
| はあ s そうー。 ( 同ニ -~;71(.. て〉よーふうー
がると!牌ょう人 。
| ・(穴部分挙年 )
iそ弓 ，1;1. ;;>に 一 一 1.1い烈
l ・8まり
! l.iい ， それわいい。~!この場合は，いろいろなき沫リ，きまり，
iどちらでわいいでし ょう。主企 というととばのか杓 りに ，ピ立にl…山口まめると……一日
さるのなか まに忠，いろいろ与さ茨りがある。 為い 弓伝言聖夜り
の 一 つは ，さるの社会には順m:があっ て・一.....とつづくわけで寸 伶
;そのと雪 ，G<':.(;:fのかわりに，主虫とか，三2とかぞ入 れとと とが
i多 L、o 主義ったら しく なるから，その， ζ のの方がいいわけです ね。
311 じゃ ，とんなふうに， S= ~軍 事提くわ A一度読んでくださ ι 、。 3 分 くら
iいめげ 荒すれ
1 ・(ー1司黙読) (教 師 机 筒巡視)









34 1 は ~， ，だいたいいいよう?すかeo-一一ーとうです。とららの万 |大主主と してめ少IJ筋書駕すき'る
¥ (黒竜王を喜す )を見て，どの人の Eまとめかたがいいと思いますか。 Iのだが ，時附めつごうよ ，乙
jち ょヮとため lA._聞 いてみ'"し t う。なにが坤心に仰いてゐるのが。|の哩里町t0) t>(，1>守録手と した。
'Aか， B刀、，Cか約 |※ 
lはいA7こと軍事う人 10名 110 A さるの銃所
1 B:ざと恩ょう人 は い 26名 125 8 さるのき定り
35! Cと思う人 はい 9~ 1 9 C さるの社会の順位
| ζ んな結果になり ましたのさあどろかなο これはま だ読み公がら ! と食感のようす
!研究 し従ければ令り史せんね。き ょ今は銭つf二時制，はじめから，
|峨身、こ沈んで考えていさ玄し ょう η まだかかっていない入 。ー一--
|伊連事会ん 。 9行固までおんで〈ださい伶
i -〈伊藤 街名縦一一批乏3か所)
.3 7 1 は~ ， ，そ乙 :主での伊藤 さん，だいたいいい筑みで寸けどね。ろ zつ
! と ， ζ と tぱ￡令切り寸と~る〈せ tが〉μ三 あ ξる5から : ζ と{ぱまはひと=玄E とめιに-続iひ網叫令れLし山，
どうです . ζζ =之乞で4は土 とど宇fんνζ令t 乙と 3が争加也 ， 祭い-てC あ~凸う Aん，で し I う。 1
i行信4会":!dつぎ中tり:)i該主した由がg~，るれtはまζなrんのζ とm
| ・(口 々iι)戸まり ，さるのさ 走 りがあるのぐtど
iそうで したねω じゃ， 次 の 2行かろQ行誌では，選放さん内
i ・ 8 るのA~lfïl
11まら、3 ぞう怒う人
i ・〈大節分 j
人のまねぞ しなく ってbい~ ，んだよ。いろんなもま見が出ていいんで
!す 0 ___ いいののじゃどう)て， )1民伎のととが称いて4とるってわ
|かるののどういうと ζ ろごわかゐルですかo fJ村議宍おn
i .さるのを士会には， JI鋭僚がめって… l 

















































・(私詔一一 少しろがうn 伎の…… 〉
そう，らょっと聖書じのろがうと ζ ろがあるみたいだね。はいおの
1 ・位というと，ひとつの位をいっ て るみたいだし， M胞という
と~~があるみにいですの
|ほう ιというと ，穴将の伎とか，中将の位とかいうわ。ととるが
順位l:t，低の順穏で.{立の即4ニ傾替 のちる ζ とをいっている、 伎 の
中でわ 1音r;a ，2続臼というように，た とえば会社なんかだと，社







それじゃ，その順位はどう々つ7いJt<すか。::1い，あなた。 I対 応する紛の系列争犠縛 して
・よ位，中位dニいうふうに々っている。 Iおく ζ とは ，概念の滋序に役
ぞう，君事いてあるとおりにみると，ぞろζrっているね。」二位，ょの |立つ。
位 ，中位 ・… 中の位。その下 i立。
. (ロh に 〉下の位 .持、位 .11'位.など











どζに il~~ 、 て‘b る ω。
・3f守凶と4U鼠
6 o;;，'b 絞りと仰いてあるから，だいたい6匹 f:.cんですねm それで，
lとの6包はど:，f:tOO係かαのそごう~ ，う と 乙ろわよく玩んでヰ与え主し

























板谷 ・ 事老若葉救附 f定員Z
きのうはよ伎のさるの順位のと 主ぞ話し合お うと しているうろに時 l※ 順位
向が来てし乏い乏しだね。きょうは，その煩伎の ととろからしらべ |
てみましょう。京ず .ょ位のさるがいましたね。 なん匹。 I※ 上位:a:をとった必寸ざ
. (一斉に)6匹 l る (6) iそうー………:…で…て
し怠ったんですね。じ ゃ，は じめ読んでもらいま し ょう。まだかか
らない人，はい ，じゃE草津さん。
I . ( 5$器官2段まで，指名銃〉
~J Iまいごくろうさま。そこまでがだいたい順位のお認でしたね。 それ|ち密iE般に 読ませる ζ とがた
41で ，よ伎のさるのζ とは何行 自くらいまで響いてありますかu 特 に iいせつであるので，そうした
611五の関係は， 一一 l;tい和国さん。 I測激になる。
• 4~ラ日くらい
|そう p 議んでみてくださ山
・乙の上位の6匹の伺C もはっ き りした順伎があって， 一容強
いのが隊長ざる・..・








! ・ 3十 4~ ，時
そうですね。はっさリレた願t立があるんで寸ね。 1， .2 ， 3 ， 4 ， 
15 ，6と勝僚がきまっているんで寸ね。一法」ニは，
! • (一斉に〉隊長ざる










・はい ，わ か者ざる ，P鏡ざる η


































主主 血Ii 児 tl 阪の・考霊祭
そ今， 1きるには でしたか。
-あ g さる己主主でした n 1)夜銃部分の8;:憾の招待がたい







|くらいわかっているか， きいてみょうかな。 5行自の『 しかも， ζ
|の上位の612!;の闘にもJの 「とのJは ，なにをいってるの。
I • (お務多 し)上位， 6匹，つよそうなお寸志る など
‘室井さん
・なか'*'の中心tニ1;:っているおすとずる
そう，簡の3行自 4行自のあたりに出てく るおすざるなさ していま
すね。じやそのつ合 ，61'-S自の;Eん申にある「とれらの6匹の Jの
「ζれらJというのは， mを さしているの。









巳 61l!;という乙とぞ湾えると，とれらというさしかたがぴったりし |して潟悶ぞ 忽 乙さぬように留
ます。 lZ!!とか， 1.こった一つのととぞさす時には ，乙れらとはいわ |愈する。
161ないんです。
















. (約 1/3挙 苧 〉
わからないと思う人
・(5名ほと)
そう ，ζ 乙は ，そのどちらも含んでいますねot:. 1: ，順位のゐらわ












せんね。一応制著書というζ とにしておきまし ょ う。との順番号き続ん | 文京宅胃袋~~みとった以よ，
でみてな心か感じた乙とある。は~'0 I当然ぞ ζ に務み手の儲級住り
















































|しく受("jとる ζ と n 乙とI:J:の
伝通機能にしたがって正硲々
|イメー ジぞつくる必要植があるの
itぅ ，そうですね a まだほかに
I .さるたちは人 間ぷりさび しいの
! ，よめ3 どうですのみんなの家庭では食事の自民は，
1 • (私書吾いろいろ j
iあんたのおうちでは 一ー一一ー
; ・みんないついょ に食べる。
!持BUのおfれほいI腿り ，たいていのうあでは家篠そろってい ただ く
lで しょ う。と ζろがさるはど うの文ぞみると。だれかoはい。
1 ・よ伎 のさるがえ さ場にいる樹は ，ほかのさるは決してjJj:よら
I t'er <t' !') 
|ねのずいぶんさびしいで寸小ととろで ，ょう寸はよく思い浮か内





・よ り 合弓。く っつ<0 • 'l二干のtK鍛のみを言je'..{7.Rするの
はあ，からfごとからと令ょせ合って，腐と局を くっつけるように し I_('なく，心的級皮をもあわせ
てというと とて・すねの親しそ弓ζごかっと A ですねn けんか寸る時技庁 て教えたい、
うしがよりそうってのは見はとないでし』うれ 1 
1 ・f笑 由 ) 1 
!さで z食事の析を守 7 て強然と食ぺるんで均九 怒然ってど ういう |
|ζ とですか。 通産揺さん~ I 
I .めかリ玄せん。 1
!そう，乙 の意味，制ぷせんでレたね。感然の態というのは七く 使 !
iうでし J.':>0 ~c…とか，交仰とか ーとと… ，さら !
んとする ζ とですねの f 仮事~ ) (まかtニととばの lお~Iまないののよう |※
司がよくわかりますか。 rfI勾令おいて jというのは，どういうこと rl 
" f定ず上位の6匹 のさるがf紛令おいて jとありますね。どんなふう l
iに一一 乙とIel:-c説明しにくれた句，同舟かいてもいいれ l 
えー と安霊童3ん。Oでいいよ 勺
t ・f純，酬に図をかく η 〉 i※ 
1;;.い ，乙の伺の広縫にねc
I .上伎のさるが ，胤令おけて場所令とったととうへ，母gると |
! 赤んほうざるがよりそうり
{みんなどうで寸か。




. ( ;，築敏iこ よ位ざるのt立~<ë ;J>し変えて外円近く Iー めかく J
1，よみ，どう して乙 う祭ぎたかったの。
J .上 位の6匹 のさるの烹ねりι ，と符いてtあるで しょう今 fごか
i ら，骨量ざると涼んiまうざるほ ，よ般のさ るの内がわに乞いる
i 1.1 ，外がわにわいると騒い走 7"
i ぅ， ilUに玖;を総むとぎのように，疋織に.{.:tか勺たようにしている
eわりではないでし ょうねむ どろですみんな 1 
1 ・いいです内
そう p まdf>ζζでは ，子苦言fゐと旅ん1&うざるが守られて1>t.;してい 1
34 る ととがわか，111;1:いいでTねの





数 H可， 先 tlt 一一竺-Lt竺万 一i
読んでくだ在い。
. (小凶 Jlj名続 22行包まで}
はい ，そ ζ ;e:ではなんですの信んの乙とが仰いてゐるの。はい，お+
・子 とむだけ自由 l 
子 ども ! 
・あ，子占ぎるだけ 自由 | 
|そう ，(復唱して制)どうです。 i※ 
| ・fー資)いいですの
ζのと と ろどう怠い定すの 一 一-神印君c ~ 
・-rざるたちは ， I 
1とう了:;r:だろう句 i 
|そう，回分の ζ と・?考えて長φとよくわかるでし tう" 1'ft三GC主人 9




I • (全員挙手) 1 
j-h芥 さん。 内っと 〈わしくいいにいようですねo はい。 I
1 ・人附 Jそ うだけど ，t.:φぉ ，小さい者1"1:これから育てていか |
! ケくてはならないでしょ....。だから特別にし?あげてあ。 I
'そう ，そう， dるも J幼い者宅いたわり背てているんでしょ.>;r.， I 
1君たちも，に!、さ九や・ねえ3九::1，ひどく叱られるけど ，羽たらi
38 パ甘やか ;:;ttて叱られ仁い乙 ~8 .:もるでしょ弓ねn ' 
I • (各自 自己の体革命r(ど 即.給 ) I 
'Clらて ，綬後へいざ'"しよ う。 かからない人。必勝五J I 
. ( 後藤 指 名説 2か所批iE)
ζ 乙はどうです伶 ぽんのζ といってるんです。 l土い，主主.~煽刻、
. ・さるにきまりが守られてい るごー とn
|…ム・いいで寸。
ほかにもあり£すかo ( ;t ~ 'n Ifl ~サ活
・さるたちがき去 りを守るわけ。







| ・息飲される"_ . - I 
;s/ilI:されるってどういうとと。 i
l ・泡いl:Jdi，るの 1 
A良い出されろ"，s主主というζ と，;1:聞いたととあり定すか。
. (私JU) I議外il/.il{
!ぞう 3 凶外必絞というのは ，政治の 乙とで怠 見の合わない宥を政
|府













そうですね。さるにとって .ia放 8れるのは.S::命があぶなくf'，c7.J 
ζ となんです。さるの生活はね。 fさるの智絵ゃ ，集団法活につい
て，具体的な例ぞ弓 I ~、て説明する 。




















(1 ) 第 1文から!仮々 K忠告た(iC読むという憐えをつ〈る ζとができる。
冒頭から，全fij的に注意を集中して微細な部分まで読みとる花翼線を養う ζとができるよう {ζ思われる。
ζの例でも .第 13ど「さるの念かまにも .いろいろなさまりがるる。」と いう密主的しを ，細かな助詞
の点にいたZらまで，注意して読ませた。 ζ うしたととが ，全文を説み進む際の基本的な師事えとなって影
響してゆくものと忌われるのであるυ
(2) 文と文との途開会指示し，文脈形成金容易にする ζ とができる。












読みを進め ，際響I'(あって持び指導を受けるという形がもっと も自然念ものであろ う。 ζのような学習
過程がす念~...~現われるのは隷重量的問答的な形態ではないiJ‘と考える。















1..l.Jさるの紅会の1I員伽 ，さるのきまりの一つである。 ..， 一一" 一...・e・-一一 (正)
|ヨ上伎の 6 びきのきるは， 1肢が強〈てあと は~7} 1可じである0 ・ .. ………・・・・ (誤)
14 人間や他の動物と伺じように ，きるの社会にはきを bがある0 '" (正)
上記問題K対する反応(正答率〉
I~l 回 |τ: πi 平均
A笑(討議)学級 9 O. 9 9 5. 4 9 5. 4 8 6. :5 9 2.0 % 
B祭〈設省>f)学級 8 8. .3 9 O. 7 97.6 a a .3 91.2% 
。祭(議室長 )学級 1 0 0 守7.7 9 7.7 1 0 0 988% 




上位 中 位 下位
1 I 隊長ざるーわか石ざるーからだのじようぶー母ざる 一ー日一一少年ざる一子ざる- 6びきのさゐ
念公すざゐ あかんぼうざる
上位 中位 下位
!~---一一一一一一一一ー -i r一一一一一一一一一一- I I一一ーー問問"
L_~_ 隊長ざる 一一ーからだのじ 4 うぶiI:.._-;わか者ざる
年をとったなすざる 4訟と2まの治すぎふ 少年ざる















上 位 中 古f 下 位
う~~
ーー ーーーー ーー ー 「ー
5 以長ざる 一母ざる からだのじ 4 わか者ざる 一子ざる
年をとった令すぎる あかんぽ今ざる 訟と攻め:かすざる 少年ざる
反応状況
誤答校 1 • 正答1皮 2 袋容校 ，3町
A討議学級 。 63.6 3 6. <1 
日段落学級 。 8 3.7 i 6.3 







A討議学級 7 a 2% 。段経学級 8五4% 0講義学級 92.6% 























もっとも多かったのは ，人間生活との比較であ台，さ るの規律κ慾心する者と ，厳格さに向f背し-k
b批判したりする者?と分かれた。そのつぎは ，他との比較はぬきにして ，ざるの規律や食撃の願望書そ
のものに対ナる信長銀であったom端。亡飛怒的な逮:僚を著書きしるナ者はなかった。指導の際 ，常!t(，本
文に即し，議の客観的~意g;長の規制に従い念がら 自己の主観を統制する よ うにつとめたためかもしれ
1，i:V.，C' 
以上 ，事後テス トの結J殺について統観してみると， c笑の務該形態の反応、がだいたい良好のようlそ思





?まわれていi.Sので子ども もなれていて，学湾集団と しての活動が比較的容易だったと居、われる。と ζろ
が ，A案は成立しに 〈い条件をい 〈っか憾えているので ，結呆的Kは，ま ζとに不完全な授業Vζ?なって
しま った。





o 5分 1 0分
A 討議学級 1_.一一 ー一一ー ・一一
8 設潜学級
0 税義学級
1 ・ー・圃・ーーー ーーーー ー-縄問帽ーーー 一ー一ーー -ー-
② もっとも時闘の多lr>J員自
結局 ，Aが読みに告を閉した湾問はもっと









やはT2 ，介程度を婆じた。 Aも 6も，それぞれその形般の中核をなナ学選作業のと ζるKもっと
も多〈の時間を婆した結条にな っている。 とのよう即時閣を袋したのは ，一つには指導者が，共同
学習を進める前に必ず個別J学習の時闘をとったためであろう。























ものがあt.笑験 ・検誌は 「未銃の部会を読み進みながら .ζれをしだい陀既銃部分と化しつつ，文:畿
をま虫解し， 把握してゆ 〈過程JK相当するもののようである。
ととるで ， 線題解決の思考は . 課題 ~J採決しよ うとするぷ向から生じるものでゐるから ，文語主を鋭角書
するKも精義を聴取しているだけでは思考は強化でき在い。それも ，読書力が成熟している高校の上級














とのような意味合いから，教街"は教材』てヌすする悲礎的1念魚崎技能はも とよ タ，学笥心理ゃ ，児童・ 生




古典を研究するのに，各種の資料(たとえば泉水を参照した !J，文献を皇室えた 1))を収集して .特定の
問題を燦決する過程をとるが， とれは狭義の読解tD:域を超えるものである。
小・ 中学校で突織するものは s主として続併を深化し ，精皮イとする意味での問題設定なのである。作
品研究 ・ 作者研究というような絢館設定も会いではないが ， とれまた狭義の読解K鰭し~h綴織の作業
である。したがって， ζζでは読解Ctr:&ける狭義の問題設定上の留意点をあげるととκする。
① 基本的tては文章K直結する税通伎をもつものであるととが望ま しい。そして ，明獲であるととが必
袈である。
「野生のさる 」でも， rさるの生活はどうなっているか。 」という問題ょ Dも，rさるのきま bはど







やすい彩むものがよい。 r.野生のさる 」では，最初であヮたため，大問題を細分化する ζとにj成功しな
かったが ，短い文章であるから大問題だけでも内容喜楽死が可能でるった。大向。凶「野生のさゐのき さb

















討議学習はどう しても時間を多く廷すので ，指導者はよほど注怠し てーとれをひきしめると共陀平素の
訓練をじゅうぶんKして会〈必要がある。



























れる形JSを俄えるものである ととを認識させたh。それは ，結局， 段溶指導の際κ，予言K金支との関わ
!;I'U'いてE取 b緩うととを強濁するζ とに~るのである。
@ 段詰喜数ゃ ，段落区分の決定は共同学習の立易から仮室的に行なわるべきものであり .:Fe主導者はぞの
決定にあたって狭貨でるっては没らない。
小学校などでは，しばしば子どもたちの段洛論争を見かけるのであるが ，はっきタした根拠も乏しκ
感悌ちに 言い合うのはナンセンスであふまえ ，論均的。尚道の明膨念総説文，説明文以外は ，段落区分
を一方的に規定でき念いものである。重要は読み手の意味体制化のあbょう陀も関係するのであって，指
導者は ， 文寧.~~J進在らびにf読み手の主要約カの程度~C応じて ， 共同学習しやすい形で段落を設定した方が
よい。
③ 段落宏文図~ t • j重要語・主:怠文のぬきがきによるカード表示 ，あるいは文主主の段理事情E覧表のよう
K祝覚的な方法で貌わず訓練をするととが有効である。
必U:.各形態Kフいて，続鎖的な考察を試みたが，現3廷の学習形豊富は各種各僚に組み合わされるので
























しかし ，絵だと ，古今東西の人がかいたものを見るのに， そう時B!;t
いりません。 f世界にどんな幽家がおり.どんな恥のぞかいたか，ひと回 ~O 
でわかるわけです。そのうえ，かいた人のほんものぞ，直接に売るζ と
ができるのです。どの舗にはどんな画家がいて ，どんなbの令かいたが




て ，すべてのととを王盟理事寸るζ とはむりでし 1 >うが，とにかく ，どの時!
代の ，どんな人μ ，どん公けい とうの絵をかいたかが，だいたいわかる
のですから・・・・… そして ，それらの絵を前』こしたとき ，わにしたちの







読みを深化するのに，言毛善的批同議f宣言Eが必要~ととはいうまでも~いが ， その基底には ，絞験の登
かさとか ，人間的成烈の程肢が関わってぐるのである。たとえば本文の冒頭部会に 「絵がわかるようκ
なる~ては …・…- いしイ塗をたくさん見ゐととでナ。いい絵の木 をた〈さん見る ζとです。見ているう
ちに，だんだんすきκなDます。 ……・・ 」と蕗かれているが .実に休験的 ・信念的な叙述である。
われわれ成人は ，向己の芸術への経験を議礎として ，との交の内尖を了解ナる。しかし ，読みも人生経
験も共犯未熟念子どもたちは ， との表現，~対して具象的 - 心理的な補足が じ申 うふ・ん十てでき~いと思わ
れる。ぞうナゐとそれは単なる形式的 ・語h的な理解l!Cとどま!1.具象的な袋づけをもった深い:意味と
念って.了解されないのである。 ζ うした ζ とうに .との数料の難解さがある。






















l 題材 前出 「絵を見る喜び」
2 自標 (1) 絵画鑑賞の入門を説いた髄怨ふうの全文を考え念がら読ませ，絵薗陀対する興味を高め
絵に親しむ産量度を空襲う。















との石山教諭の学級は .知能テ ス ト・学業 テ ス トの結果から判定すると ，柑薄K近い児童は










指 君事過 程 予倒される反応 ・宙望怠点
導 入 自的を端的につかむ
教具 ・形 態等
近代名扇 の複 製 ぞ数点







f主役発問例 貌示例 ) I :本文学習の滋歓を誘おしたいと |主主物 ・ノー トは初めか
・き ょうは先生とーしょ に 「絵を見る暮|思うの であるが・・…・ |ら出 させておく













( ・:;t::にそのととが嘗いであるようですか |疑問の 郎分に うすい傍織を
厳 ら ，めいめい熊量発してみま し ょう。
開 ・指 名 銃 大怠把握の獄図で聞かせる。





。愛着を感 じる 0おそれる |大黒緩む










t首 導 j/lJ 種 予i留される 反応、 .留意点 教具・形態等
-文章の級委の発表と話し合い -文章の将軍足立に 気づいたら ，そ f注)未知の子どもな
れをとりあげ段落大区分にふ ので第2時 以下は ，第
れるもよい。 1時の反省に立って ，









































































しかし 「接続〉そのうえ「削〉そう f刷)I (絵だと川 ー しゅん























7 実際の展開 (第5時ま省略) 新潟市立上所小学校 6年
第 1 時 注 ・児童※板書







. (一斉に〉はーし、。 {大部分) ちょうとく 建築
ほう ずいぶんいますね。は ~'oζ りや絵の秀才教室みたいですね。 | 文学 など
そうすると ，乙の勉強もたいへんしやすくなるねの
白 きょうやる勉強は ，絵を見るととについてですが，絵とか ，音楽
!とか， ζ ういうものぞ従んと i言い烹す か ，至宝たちの本の右はじにも
|ちょ っ と轡いてあるけど…一…はい | 口本の芸術という単元なの
・芸術 |で，若干 の導入をしたのであ
そう ，ほかにどんなものがあるの。はい |るの
-はいち ょう ζ く
それからはい
・建築 文学
そう ，なか"，:かよく知ってるねo 美しい鍵築とか，それから ，映両
や?鋒ょう令んかも芸術のr"かまです。





教師 児 耳ま 板苦手 ・ 考察
で味わうのの











・はい ，S::き主任きした慾じで寸。 I島幸へのモチベー ショ ンを凶つ













から ，ζ の本にそれが能いておりますから，ひとっていねいに読ん lのとの時閣は，決して無駄で













か位。質問があったら・・・・・・・ | 瞬=まばたき | 
. (口々に)いいで寸。だいたいわかるなど 」ーじ虫Jν 「ち ょっとのl時同) 1 れきして'ifV - ~ - - "'. • .-， 1 
161それじゃね。乙れからみんなふつうの 速さで よく考えながら読んで歴史的「歴史のような) 1 









































201は い，みな終わヮたようですね o ~寺岡ぞ聞いてろよしょうの
1分 20秒以内の人三与をあげて
!はい 4名 ，次に l分 20秒以上で l分 40秒まーとの人
211 ・21名渉手
はい ，とれは多いね 21名













は い， それじゃ川崎 さん。 なお 川崎さんが読む時にみんな簡の大き i共に ，教 師側としては銃みの
さや速さ ，~奇智のた しかさなどに注意していてく ださいね。ぞれか| 指導に襲寸る時間の見当がつ
ら， 考えて欲しいととは ，ζ の絵を見る喜びは，大づかみにいようと |くととになるので ，続速の測





はい よろ し ~' o 次の人 佐藤妙さんどょうぞ
. ( 指名腕佐藤妙)
f娘鋭の批正〉
はい ，佐渡さんは簡が大きいのはとてもいいのですがわう少しまと | 読みの舟導には一回読みの
め て 続む、とも川、。たとえば「かいた人のほんJとぎりましたが，ょ lサイズを広げてやる努刀がた
く見ると 「かいた人のほんものをjなんですね。ととばをまとめて |いせつであるの誤鋭を寸る者
一回で続む、くせをつけまし I う。ととばをたぱねて続みとおすくせ |は ，語いのお知が木正確なと
が大事ですよ。さ あじゃ，l7(の列読んでくださ ~'oζ の点ーから。 1 とが多(.'0 また，続み誤りが
27 I • (指名鋭 金巻)脅慣化している場合が多いの
はい， どうも 4人と もごくろうさ ま。はじめての続みにしては4よか|で高学館では ，特別の治療指




費量着ですね。あいじゃくと読むとともめり去すがと ζ ではあいちゃ | 語釈は，経験と結びつけた










乙の反対のととは知らな L、。誰かいな い。知りませんか。 I 語いの概 念ぞ明石穏に寸るた
間態 に というんで寸o とれは閣に何かはい るんです。直接に昔話す |めに は ，反対諮 ・剣勝等令指




. (一斉〉 ー しゅん
本 にはどんなとと叫が続いていますか
30 I ・f口々に )ーしゅんで見られる





教師 !足 主童 阪 塁手・考察






311 ・f一斉)歴史的 ※ 控室史⑮
歴史というととはわかるでしょう。 日本の歴史 西埠の 慶史なんて 1 00的とい弓籍いは適用施












それで木という漢字がつくと うち消すJ窓味に なるのです。 安心に不












. (一斉〉西 ! 合成諮であることの認議~
ぞ うすると， f可かわかりませんか。乙の 古今というのはどういうと |得させる。
とに関係があり ;t寸か。場所かなn
. (口々に〉時紺のと と
そうで寸ね。むか しからい ままでの怒史的生，時間の ζ と で ，じゃ
との 東西は | 方角から ，場所という意味
. (私書吾)東洋と西陣 :とき引き出したかったわけだが
ほう ，うまいとと令いうねのぞう場所のととを さしてい ますね。東 |子どもの方でよく 反応した。




そうです。浅A念ながらないんですo とんど美術館をつ くる時ほ， み | 多少のユ ー モアと共に，県
んなたとえ 10円でもいいから寄付 してあげてください。 I都に美術館が 依しいと闘う授
. (笑声) 1業者の 願いが現われf:_o
美術館というのはどういうと ζ ろな ん ですか。 はい後綴君
・は し、，絵だの彫刻だのをいつも飾っておくと乙ろ





351っ さにほのぼ のと した楽しみ ，乙れは どうです。はい 半白さん









なんだかしらないが ，oったかい，おっかさんのようとt味がすると | ほのぼのと した情感とか ，
い うような敬があった ね。ととるでね 。とういう乙とばは特 にね， I情農を鋭君そしてやれ1;1:よか
乙れだけと りだして もわからぽい 乙 とほで，文窓の申においてみと. Iったと思うの
いとだめ伝 わけです。
まあ ，急に くる楽しみ ，主主くくる縦しみとは少し君主うようですね ロ
36 I本文ぞ玄たよく味わって からに じま しょ 弓。
ど う ，ほかに質閣は あ りません か。一一一一一一一一
な いようですから ，それ では ，との文章の大づかみr，c-;まとめぞ寸る | メー ン ・セ ンテンスゃ ，
と， どうなるか ，もう一 度 しっかり 読 んでみてくださL、。 たいせつ lキー ワー ドぞ抽 出させる低み
37 Iなと とろは総 をひき伝がら読んでゐてくだ 8い n Iである。
・f黙競作業)
40 Iはい ，じゃ時間がき乏したから ，2 ，3人 の 人にだけ錯してもらい
玄 しょ う。どうですか ，ζ の文章はどん伎ととを言 ってい ると思 い
ますか。 ええと 山 間望書
• iよい ，あの絵が好 きにJなる iー はど 弓したらい いかというとと
が聖書いてあり京寸。 I 大 主ぞl惨取し ，読みとりの
はい ，山田君の怠見は ，ます ζ の交誼 は ，絵が好きに<，るには…… |程度をたしかめる。
~ 1 I (板 m:しながら )ど行寸 れ ば いいかとい ろととについて偉い である 1※ 絵が 好 ぎにな るには・
とい 弓んですね。ぞ引だけじゃζrいで し ょ弓 ，つづけて・・・・
・絵のありがたさ
はあ ，絵のありがたさ ，ありがたいなめ ，というととパまい |※ いい絵 わるい絵
ほ かにもあるの ，あなた | 
・諸説い絵 といい絵につ いて |※ 絵のありがたさ
山田容の鋭明に したがうとすると ，佐 々木8んのは ，
. (まも、，その京んと=か (t普さして仮替の ，r絵が好ぎになるに
は ..•... Jと 「絵のありがたさ Jの申 聞を示す)
な るほど ，文章 に 惨いてある順 序ではそ うなり ま寸ね。
は い， .7.1<野さん
・はい 絵 の頂点・・ゐ ，長所
そ う ，それでぞの憲見は黒板のどとには いりま寸か。
・定んな かより 少しあとの方で寸。







そ う ，それも細 かに続んだね。忌をあげ な い人にきってもらおう ， 断片的飢分的な貌みをして
はい ，太田君 い、る者に対しても ，読み手と
・罪者 |して要点 化レたとζ ろぞ聴取
じ ゃ泊が線 令ひい たとζ ろだけで お読んでください。 Iして承錯しながら ，大怒と しi
・好きな絵を見ているうちむだんだんほかの絵 もわかってくる |て概指させようとする営みで
ほかの人 ぎ 乙え玄したかn Iある。
• Iまし、
ぞう ， ぞ ζ もだいじなと とろらしいですねF 好きな絵を~ているう
ちに だんだん ほかの絵もわかってくる。 はい みな子さん
・絵が好ぎになるには，いい絵をたくさん見る ζ とです。
4とうすると ，めなたののは山田宕の f黒般をさして)






























をう，わかるようになるには f板書 ・・・〕 というととと，もうひと
つは，絵のありがたさというととでしたね。
とれはだれで寸かけ、い絵とか怒い絵とかいったのはの













. ( 笑声)※ 長所












































はい ，よろ しい。 よく読み去 したが ，足 し読み 「どんな大作 で もJ
一一一 それから， r文学Jの読みがまちがい ましたね。 とんど気を





全体のつながりは一 つなんだけれども ，一一ー さあどうですか。












※ 文 そ ていねいに考えなが
ら読み支しよろ。
. (口 々に )3行自 3行など
ぞう， じゃ行の下に小 さく鉛筆で 1 ，2 ，3 ， 4というふうにして
行数の番号ぞ入れてもらいま し ょうかね。頁ごとにね。とうい うふ





16 Iはい ，とと乏ではどういうことぞ言ってますか。形の上 の第l段浴
4まも、
・絵がわかるようになるにはどうしたらいいか









































は い， 形の上の第2段常事終わり;;tした。 どうです，答は出ていま し
221たか。
24 
. (口々〉はい 出 て いますb
と乙で寸o ぞれは。出てい る ととろをいろい ろ指でおさえてご らん
なさい。 じゃ ，先生が読み玄すからね。さめ ，どと烹でがその答の| 必ず本文につかせる態度ぞ
部分かく:0(本交を読みはじめる)獲いたかったのである。
「いい絵の本をたく さん 見るζ とですo 見ている うちにだんだんす









そ う pそれも一 つですね。もう少しずばり と答えているととろはあ 咽
りませんか。太閏君。
-いい絵をたくさん見るととです。
f賛成 はーいという筒が しきり )
みん往てれでいいようですね。 f板書し信がら ，児童と共に ) ~ ，~、
※答
いい絵
絵をたくさん見ることです。それだけでは，まだ足りないので ，ぃ|※ 絵 の本
い絵の本をたくさ A，見る乙とです。一一一ー ー ほんものの油絵がいつも
そばにめればいいが，名固などはめったに見られませんね。だから
そういう時は ，絵の本を見たらいいし ，また絵の ζ と画家の乙とも
絵の本に出ているんですねo一一ー さめ 乙乙まではと名答 でしたが '!
-7 5ー
曹， . 








26 I 兇ていると ，だんだんすきになる。そして ，ほかの絵もわかる。 I※だんだんすきになる。
というふうにね。 I I 敏
. (一同ノー ト作業 ) 1 ---ほかの絵もわかる 師
f机閣巡視)なか信かよく書いているね。 I半 i 
はいパ孟とんどできたようですから，半田さん ，あんた.自分のノ |回すきで信かった絵がすぎ
ートを見て待いてぐださい。 I ~ になる
. (半国 ノFートをもって板聖書〉
31 I先安より字ぞじようずに嘗いちゃだめだよ。 I 愛着を感じる絵がでてく
. (一掬大笑 ) 1 る
ほかの人，自分のとくらべて
. (半田着J常)
-'To ，なかなか字もきれいです lv，よく騰をき Fをしたね。













































なぜ，そうじゃζょいと，どとでわかるの。はい お | 助簡を文法的知識からでな
・I".J:るとともあるといっていますo Iく ，文法的感覚でさとらす。



















・わたしは ，ピアノ管官まっているんですけど パま じめ郷原ちん
にいいって教えられてやったんだけど，近ごろ自分でやって
いいなめと思います。
なるほど ，乙の文績のと同じ経験ですね匂そとで ，~、 L 、絵というあ ! ととらめたりで盛んに内容
のはどんぽですかね。 ーー一一 みん位でー しょに鋭んでみま しょうか。|体験の鉱充ぞ図っているわけ
l一一ー はし、。 1でるるが，それが説示によら
1 • (一斉)rいい絵というものは ，見れば見るほど好きになる 11"';:-いで進められるようにぽれ
もので， ~ 、くら見てああきないからふしぎです。反対につま 1，;1:，銃みが本格的じなってさ
らない絵は ，初めは磁，心してふ，すぐめぎてしまいます。J 1たととに主主ろう。
はい。乙のζ とはけ孟んとうにと恩いますか。自分のほかの経験か
411ら考えてみて 一一一一一 正しいと思う人。 1 縫験がゐつであ ，億人的信
・はーし、f大節分業羊) Iむのでめるから，それをやや









はじめJレオー を見た時ね。1".;;んて不様用公ゴシゴY した絵だろうと|てくる。 Jという事情が明白
I)思いま した。をばへ寄るとね。絵具なんか何センチ〆ー トJレふ厚く |につかめると思うのである。
.一77ー
数 前 . 児 重E 板P'f . 望号 祭
ぬってあるみたいなんです。
ととろがね。なれてみる とね。z廷によく瞥いてあってね。何か ，ふ




て ，へ たでつまらないと思った人 もめるでしょう。ム ζ ろが ，なん
ども見ているうちに ，きっとひ きつけられるんじゃないかと思いま
寸。そ弓 して ，)レオーの絵1枚欲レい1.[:めって，おとうさんにねだ
ったら1枚 1000万 円もするんで，び っ くりして腰をぬかす人 わ
i5るかもしれない。 f一 同 大笑〉
そ う した時 ，ζ ういう複製のでがまんするわけですね。










予備調査 上月T~線小学校 6年 組 号〔氏名)
1 d)なたのいままでに見たととや、感じた ζ と〈経験.既知事項}
イ あなたは絵をかくと とが=好き ふつう あま り好きでない
ロ め位たは絵ぞ一見るととが= 野さ ふつう あまり好きでとEい
ハ学級争学校で図?面的作品を見ることは=好き ふつう あまり好きでない
ニ あなたは友だち1コ絵のじようずへたが= わかる だいたいわかる





ト 司o.rsたは、絵を長Lる とどういう ととろに一ばんひきつけられますか。
わからない
いかない
チ あなたの好きな踊掠の名~上に硲ぎなさい。そ して、その i函家の作品の名 〈めるいは特ちょう〉
も知っていたらその下に瞥きなさい. (好きな雨量択がなければ知っている画家の名でもよい.
聖堂入でよい〉














① 絵をか〈乙とが好~ 6 7 % ふつう 2 1 好きでな凶 1 2 
cg; "n見るととが好き 7 2 ふつう 2 6 喜子きでない 2 
@図画を H 好き 5 6 ふつう 3 6 好きでない 8 
ζの学級は絵を見たりかいた りするととが.きわめて好きなようである。好き で 友加者は，多〈
凶画が不得意のため劣等感をもっているのではないかと忠われゐ。 それは学校で図画を見るととを





2 6 % だいたいわかる 6 5 わからない ? 





内の丙デパートなどで展覧会がある際， 実物等のついでに見ゐ ζ とκよるのであろう。
加なかの子どもよりは，相当美術的政境(l(i恵まれてはいるが他の大都市K比べゐと低い。







もっとも多いのはゴッホ それから ミν一 両画家がいろんな意味でポヒ・ュラーな存在で










-受着を感じる 6 ~も -じぶんで直接によさが感じられる。 8
-文 AーナLι・ 1 :5 -不可能 5 
-ーしゅん 1 6 ・古今東西の人 1 0 
短文つ (f] 
ア と。てか〈 82% イ いわんや ? ウ 見れば見るほど 7 6 











① 絵を掲示した.!J，それを中心vc話し合いをした Dしたζ とが，内容体験を拡充して読みを深める
乙とになったかどうか。とにかく，直観的な媒材を有効に用いた凶ものである。
指導者としては，言語偏重κ堕して，表面的な言語理解だけで読解が成立したとすゐ乙とはあくまで


























イ とてもよ〈わかった B 7 qb ロ かなりよくわかった 1 3 (ふつう・少しわから左刀三
った・わからなかった 広口%)
(2) 声はどうでしたか。
イ 大き 〈てはっきりしていた 2 2 % ロ.ふつうだがはっきりしていた 7 8 C下略〉
-8 1ー
@ 声をきさながら感じた ζ とは
イ 生き生きとしてきた 56% t.l ふつうで落ちつけた 2 9 ハ 静か 1 5 
(1) ととはにつ凶て







イ 文章がお・もしろかった 4 % コ 沿話がま?もしろかった 1 8 ハ お、話をきいてよ〈読ん









以外は，み念 8 5 %台になった。
以上を通覧すゐと，初回の長業として0 ，良好な 成績だったようκ恩われる。








大きく変わって〈ると考えられます。. . . . Jとある。 ζの箇所を指毒事する際VC.子どももよく知
っている野口英世博士の例をと Pあげたわけであるが，子どもたちは応品傑〈聞き，読みとりにも好影
響を与え，感想文等にも深みのあるものが現われた。





























いる，といった授業であってほ しいと思う。 そうした点でζの講義式授業は ，単なと上からの知識の伝
授や押しつηではな<，常Vζ児童の内面を見つめつつ指導する ζ とがたいぜつであり .それがとの指導
の一つの特色をなして回るともいえるのである。 "!1t.文章冒頭がらの詳密な蹴解という点では，最近
いわれあプログラム学習と類似した点があるが，そのスモールステy プ， ロングステッフを ，授業の場
で自南V亡駆使しつつ読解?深めてゆ〈と凶う点(1(.紙面ゃ機械による学習とは異なった，生きfr静英と
しての特質が見られるのであゐ。
さて， ζ 乙~C:取りよげた教材tr. 物語文でしかも平易な内容の文章である。とう した教材の指導では
概して物語の主題的なものを問題とし，感想、を中心とした授業が行なわれ ，その文章表現は轟〈読み過
どされがちである。もちろんそうしζ意図で ζの教材を扱う場合には，それはそれで£いと思うのであ
るが.?廷は， ζ うして一見平易K見える文章でも，ほんとうは .読むというととはむずかしいものだと
-B 3-
いう ζ と，乙 ζVζ扱った程度の詳し¥A読みを基礎K しなげれば，その読みのよvc立つ感j僚も主題抱握も
根拠の弱いものであること ，そうした意味で， とうした詳密な読解が乙のような平易な文章でもなされ





第ーには ，乙のような詳密な読解は子どもたちK遅読の傾向を もたらしは しないかという心配である。
乙の点についてはまだ実証的κ謁べたわ付では，まいから .何ともいえないが ，ただわたし向身の純験と
考察Vζ従えば ，む しろ反対で，その心配には及ばないと忠、っている。それは ，相当むずかしい文章を乙
う した詳密な読解でやさし ぐ 読み く だぐ とと を体験 してお~ (と，新 しい文章に接した際，ぞれがいかK
もやさ しぐ感せ・られ.すらすら読むζ とができゐものであるからであゐ。かつ.こ うした指導は ，絞解
j宕導の中U亡時折 (5固に 1目 くらいの割りで〕組み込まれる乙とが望ましいので ，一方!て乙れと並行し
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「市民の階下の渇:聞に、くま使いの到が、 す わりとんで夕飯ぞ食べていましたι くまは、 列のま
き小屋の後ろにつ々がれていましたw 見かけはいかにもおそろしそうでしたが、 乙れまで、 どれに
も密を且口えたととの信い、いにつておとぽしいくま Cいた。
出まどのめる二階のへやには、わたしの光そ叉 けて、三人の小さな乎どもたちが、遊んでいまし
た」いちばんJ二の子は六つくらいで、い Zろばん下の子は、 まだ了つにもなっていません e そのとき、
バタン、 パタンと沓が l.て、陥だんを」ニってくるものが 呂とりました。いったいだれが、やってくる
のでしょうe
カ'タンと戸が、 あ 予きました。 見ると、それは、花、のくまだったのです。大きな毛むくじゃら
なくまだ -Jた の ですゐ たったひとり 、吋:車道でじうとしているのがたいくつになったので、 なんとい
う乙とらなく、附だんをヨ上 ゥてきたのです。 わたしは、なにもかも残らず見ていましたo J 
と、月は、言いました白
「と、子どもたちは、との大湾とよ毛む、く じゃらな動物を見でさえーをつぶし、 党合争ってすみの方
にはい乙みましたω ととろが、くまは、 三 人 の 子どもをすぐ見つげ出して、ひとりひとり、 興の先
でくんくんにおいぞかきましたが、なんの答 も加えませんでじた。. とれば、 きっと、大きい犬
なんと、 と、子どもたちは、思いま したu そして、く まをなでてやりました。くまは、 ゆかの」ゴこ
とろりと偵になりました。いちばん小さい男の子{志、 そのよぞ乙ろげ回って遊ひました。との干の
金ばつの顕は、くまの ζ い県い毛皮の中以弓ずまリま_l.た句今度;主、 いちばんよの子が、 fこいζ ぞ
持ち出してきて、ドンドコ、 ドコ ドン、たたきはじめました。すると、 くまは、 二本のあと足で立
ちょが 4 て、おとりだしまじた。なんとすτきな、まりもしろい遊びで いよう。 一一ー一子どもた ちは、
めいめい鉄ぼうをかっさ、く まに も一つわたしま した。すると、 くまは、鉄lまうをちゃんとかづき
ましたら 子 どもたちにしてみれば、全く思いがけ/;!:い、すてきななかまができたわけです。
「一、 二 、 一 、ニ.J 
と、 行進が、 始まりましたω
そのと き 、 だれやら戸に手を かけた者がありましたロさっと戸が、 めさましたc それは、 子
どもたちの母親でした。 そ の ときの母二紙のようすといったら、 それこそ、 ひと目見てもらいたいほ
どで レた。 おどろ詳のめ玄り、 母親{士、 石 lZい の ように背白い顔にとεり、口令あけたまま、 目の玉
の飛び出る はど、じっと見つめていました。
ととろが、いち 1;1.A.小さい男の I二は、いかにもうれし手うに、 ζ っ くりとうなずいてみせま レた。
そ して、おどけない、舌もろくろくまわらないことばで、 とう8けびまレた。
『ぼくたち、 今、 兵隊ご円 乙4としているんrょ。』















かた4った主観にとらわれず ，すな.1>-な気持 ちで作品〈主静う 乙とがたいせつなので .最初の黙読の際
の指示は注意を要する。 一定の目的を指示しては読みが限定され て しまう し， か といって .ただば 〈ぜ
ん と無箱示で統をせゐのでは 散漫な読みにな って作品vcむ刀ゐう姿勢がと とのわない。..:tζで ζの授業で
は次のよう な指示を した。(以下その部分の録音再生記録。 o教師の 発言 ・児濫の発言 )
。皆さんが図也館から、 なiこか、 乙うい うお鯨の借物など借りてきまして、とれから読 もうという
ときには、 どんなふうな気持ちで統み胎めま ずーか。 まめいろいろ伝気事宇8で;r.kむ‘人があると思
いますけれども。 古泉さん、 あなたはどんな気持ちで説みますか。 た とえば初め
てね、 だれかから香物ぞいたにいた、それぞ、 とう、自分でζ う兇ょうとじたときに、 どん
な気持 ちで続みますか。
・楽しみにして読む。
0 殺 しみにして読む。 その後ろの人
-とんな乙とが響いてあるか
0 どんなζ とが司悔いてめるかと思っτ続U'c まあそうでしょうね。 船物をひらくとま
ず題が出てきます。 ととでは 「くま と子どもたちJ 乙んな邸が出ているけれども、 いったい、 く
まと子どもたら、いったいどんなことが智正いてぬるんだろう、そんな気持 ちで別み始めますね。









夕 飯 見 かけ f見たととろ〉
き合あらそ とうしゐ
先 を争 って 行進
3 どんな乙とが書いてあったかを吾〈。
第 1回の葛嫁小vc会いては
(1) い交醍ん だのはどんなか話で あ ったか。
階下 〈はしごだんのした、一階〕
/)1いくわ なP・時
宮を加 える Cひとをきずつける〉 申庭
(2) 乙のおp話を読んでどんなふう VC ，~_ った刀、


























。ちょ っと ζ う昆ぞとじてくださ L、。そ [ノて回をとじたまま、緑VJのと ζ ろからずーっ と思い出
してみてください。との文主主にどん伝ととがどう寄いてあヲただろうか.まず最初の万には、あ
る小さとEい々か町でのζ とでした。 お月さまがお括管可るわけで・すね。 宿屋の階下






は、ど入なようすをしたんだろう。 ね母さんのおどろさよう ったら。 いちばん小さ
























































(径〉 ・指導過程5の所要時聞は書〈前後を含めてのもので，実際執銭防聞は ，葛塚 19分 ，上所 10 
分である。
・1s塚の 8と?の問の 20 ;分は ，乙乙た余白か生じたため ，笑際Kは 6の補説と ，さらκ文章の
主題的なものについての説明Vて当てた。
ζの学習指鴻は ，Zお1回は 5時間を要 し.~2 回は 5 時間で終了した。とれば次のようなと ζろから
i'¥てν、る。
笑は授業者は ，小学校の生徒V亡教えるのは ζの度が初めての経験であり ，かつ ，とのような講義式授
業がはたして子どもたらK受付入れられる刀‘どうか ，全〈来知数のまま教壇vc立ったので， 素材の扱'の
をできゐだけ丁事(1(，子どもの反応を心の中でかみしめつつ.時間を惜しまずゆっ (tJ授業を進めてい






うζ とであ司た。実際(1(授業しつつ感じたととろも ，ほほ同様な乙とがいえる。以上のよう な，観察，
テス ト， 感想文等の資料刀おら ，との指導過程は一応授業として成り立つものであり ，そとに意図したも
のは ，じ噛うぶんとはいえなく とも，ほぼその目的を淫したものと考えられた。
そ乙で，との第 1回の指導の修正すべき点、を修正し ，むだを省主，時間配分を三考えて行なったのが，
第 2凶のよ月IT小の実験授業であゐ。そのJち導案は ，その指導過程，指導内容の細部まで ，さきに触れた
二三の点を除いては ，第 1固と全〈同じである。この ζ とはつまり ，上述したように ，第 1回の際用意
した指導突を笑際，'C授業にがるしてみた結果，内容的にはほとんどその修正の必要を感じなかったため
である。
ζ うして第2回の笑験授莱:f!"行なった結果も ，その児童の反応は ，上所小(新潟市 )の児童が，さき
-89ー
の第 1 田の~塚ノj、(新潟市近郊農高地区 ) の児童κ比べて，やや理解が早いという程度の差があゐだけ
で ，その指噂との関係Uてないては ，内容的に .~ 1 回の葛塚小の場合となんら変わると乙ろがなかった。
とのこ とは，乙の指導案のー殺性を保証するものと考えてよ凶であろう。
〔授業記録1
と ζに掲げゐ授業記録は ，第 2回上芳T小で笑施した授業の録音再生記録である。指導過程ι「文章の
冒頭から詳し〈 読む」 の前半を掲載する。考察欄VCv工，持議上の意味や ，留意点等について記した。
(0教師の発言 ・児童の発言 ↑児童挙手 )
実は授業としての興味深さ刀、らいえば ，時間をたっぷり使った第 1回の方が訟もしろい箇が多
いのであゐが ，ζζでは， c.の 「続みの継時性VL立掬した読解指導」の授業の進め方のサンプん
を示す意吹から ，紙幅の都合も あゐので，児童の応答Kわき道此なむだの少ない第 2自のものを
掲げる乙とK した。 (教師の主な発問や説明は ，さきにも述べたどと < ，第 1回 ，;p，2回 ，ほ と
んど全〈同じといっていいのである。) ただし乙の受業は ，やや時聞を切Pつめ過ぎた悠があ
り， 生徒の応答にも う少しl時間をか付てやゐべきでな刀Aったかと反省して凶ゐ。
警~r 発 E笥 応答 量雪 塁突
i時 I0 ---ーーー・ まめいろ いろな懸じ方といいますか、 いちばん自 I rどんなととが魯いてあ








-くまと子どもたろ ある小さな一一ー ーー 拘となじ
い くまでした。
o Iまι、。 くまと子どもたち ある小さないな |交主主冒頭 1. 2行で菌ぐ
か町での乙とで した。と、月が省いま した。 とういう続き出 |その作 品の世界にはいり
しでとの文章茸が始まっており ますね。で、 ζ ういう文章託の彼き |ζむようにするための指
出し、段初の 一行ニ行を続む、と、 自然、とその支抵の、何といい |導
ますか、気持串容さ万がわかゥてくるわけですが、 との 「ある
小さないI'".cか田Tでの ζ とでした内許、 同が奮いました" J乙れ
は、 どんな感じでし ょうね。まゐ、 どん伝感じと宮ヲてはわか
らなL、かもしれませ 1..1炉、たとえば、他の文章の書き出しと比 |以下の指君事は女散の久 4
.3.3 1 べる と、 どうでしょ弓か。留さんが一学期に習ったと ζ ろで、 目イノレの迎いを隠滅させる
.3 4 1 
こんζετt.思い出しますか。 Iのが目的でなく、との
「明るい電僚の下 で算数の悩以ぞしていると、 いつものくせ I rくまと子どもたち」と
で ‘ぽくの回は、 しぜんに、て人以.うに向いたc と、ぱく |いう作品の リズムに子ど




fニ.と、月が習いましT了。」 との書き出しと比べろと、 ζ の
「くまとこTど 宅ー たち Jの脅さ出し、 どんなふうに追いますか。
さきほどの「やもり 』の著書き出しとω {↑} はい、
-はじめに会話がついている。
o はじめに会誌 がついているu 会帽ですか。
一?口 一









もたちの方は、何かを との、 お話 じよう、乙乙では 「月 が言いま
革雪 要畏
35 I した。 Jと、 月のお穏と して嘗いていあのですが、何かと う、 物陪
って間かせようとする、みん々に聞かせようとする、そんな気持の
文章だというととがわかりますね。 rと、 月が奮いましたal全文月の話と して嘗か
とのあとずっとお月さまのお話になるわけなんですが、 だい |れ ているととを注意:し
たいそういうような容さ方で、とのお簡は普かれております。 1ておく c
ζ の 「絵のない絵本」 とれば、 アンデルセンの童話ですね。|作品や勾者についての
とれはちょっと鋭槻 l，r，.いとわからぽいかもしれないけれども、 ζ|予備的知識a 乙れは女 1
36 1 の重苦舌は、お月さまが絵かきに戸功、て、いろいろなお話をす るとい|意思師事に必要な程度で|
















とで した。 J (板締 める小 さないなか田Tでのととで した。 ) 1 続みに入る。文意の客，、〆、_...
38 I いなか町 での乙とでした。もう少 し詳しくいうと、どういうととに|鋭的滋味世界に入らせ









ていま した。」 宿Aの階下の辛子閥、 とれlまささほど黒板に書きま
玉9 I したように、 「附」という、乙のむずかしい漢字;立、階だんの階で
すね。はしとだん。モの下ですから、 二階の下、つま り一 階です。
で、階下の客聞に、指墜の階下の客間で、したのざしきで、 くま使
いの男が、 くま告といの男、 乙れはどんなととをする人ですか。









ラt 問 応 答
は い 、 窓 a
-くまに芸をさせる
0 く;f..;ニ主去をさせる。そうですねe そういっt-!J;。 いまはいt:cい
かもしr"ませんけれども、 ぼくらの子どものころは、佐["，しなんて
いて、滋令、 1設に盆令させた H してい ましたねυ それから、よく
あの山宇'fi"Cすか、 女鳥ですか、 か1':"，二人れておみくじぞひかせたり
する.ああいうふうに、 めの、 動物をいろいろ、 ζ の、制いならし








0い かじ也どっ 1.りいたような気持ぶ そ うですね。ほかにl… どん |いる内 ただととては・
な気持ちですか。いすに乙しれけて夕飯をたべていましたというの |ζの物語全体を背君主と
よりも、 いかじもどっしりしている そのく志快いが、 いかに色 と
う、 大 き々ような 感じが出てい る。 そのはかにめりませんか，
そ rれ1では、毛もJう弘少〉しさき4ぞE統んでみましようω てで'、
「く ま面侠Eいの男が、 寸わり ζ んでタ飯をj{食εベてい之 tしJ










0 く去{児いですね 什乙ろで-(つく:主l士、 くまは色う夕飯はたべた |もどっしりしたようなJ
42 I のでしょ うかねらまだ食べてないのでしょうかω どんなふ弓L惣じ|という盗体の形容と 1，
主すかー との:;+;:・4こ!立、 々にもそ人なとと()<いてありませんけれ|ての起伏がそけ取られ
どね， 1 7-，.そ して 1"，1;1:ら く?il:
・ まだ食べてぽい。 I 市を~Gみ巡ιf うち に、
O まだ食べてなら、 食べてない kうに感ずる入手をあげてごらん Iraち室まいた、 ゆ っく
なさい。(↑2イ } はい.では、 もう:食べ終ったようじr，;'j; I 1) 1ノた」といろょう々
ずる入手ゃあげて去ら人 なさいu (↑~) はい。もしまだと |その動作平態度に合ま
はんを、河 ~~、 は人どは人のえさを、く まがたべてないとすると i れている気持らがおのf
くま使いぽ 、 ζ れからくまにえδをやら往ければl.cらr:いわけです|から理解され、 ζの語
ね。そうすると、くま使いは、 すわりとんで夕飯ぞ食べていま した、I~、がとの文宣伝の中にお
4 3 I というような気持になるのでしょうかね。 寸わりと人で夕飯を:良|し、て茨王見しようと して




0 ええ、 なにか ζ うすべて の仕取 が終わって;:15ち若いたゆっく りし
た気持で、 夕飯ぞ食べている。そんな気持F刷 、すわりとんで タ宣伝ぞ
食べているというととばに出ているようで寸れ。 く三快い;主先ほ |察組問な主主II.I:::leJ患の上
ど青山ま しによ うに『旅から旅へわた って 、 そう してくま令、芸ぞ |に立っ て、レかも適度
芭せるわけです から、 あるいl:t、 今巨一日その田Tで芸{i:>dせて、 そ If's;:l:鎖的錦織ぞまじえ
れが終えて、く まにもえさをやり、みんなi上郡がす人だので、それ !ながらイメークをえが
でゆっくり と夕飯ぞ食べているのかと思いますねの がるいは |今つつ説み巡める。
44 I 今 日乙の田Tに辛苦いたばかりかも知れませんが、 一日の旅が終わっ て
や 1.;1.り すべてのイ土原が終わっ て、 千うしてくま使い の関は、下のざ
しさにすわり乙んで、 ゆっくりと r~ ち着いた気t-'Þろで、タjW{!>j!tべ て
いました、 とi、うのでしょうe 一 方くまIj;、外のまき小忌の後
ろにつながれていヱレた。
では舟田はと乙まで にしておさます。ではl川 回、 統合ぞ税みます"
-92-
ラ色 間 民2 7写 考 型実
それでは、 IF自の和尽き壱いに し烹す 昨日1;:14行自の所でしたか
ら、 佐初からもうー庭統んでいただきま し ょ うか。 えーと、 ζ (J)




0 はい、 乙の院は、 「める小さr. n 、なかlilTでの ζとで~~と、
対が宵い ま した. T'_iA'{の指下の客間に、く ま(i!!~ 、の男が、すれりと
ん で夕立直径食べていま した。 く まは、外のまさ小原の後ろにつなが
れ て い ましたω 」そとまで で したね.その次にはいり ま寸が、 「見
か けはいかにもおそろじそ うでしたが、 Jζれ は、 伺日ついて鋭同月lsEと文の関係、 文脈釣 |
しているのですか。 I然続関係は 、 注荒F.際く




? ?? ?? ?? ?? ?〈??
o ，;t~、、
-くまです
0 ええ、 くまぜ司ね。そ ζに 、 「そのくまはJと軍事いてないけれど
し、 続いているわけですね。 そ のくまの純明ぞ しているわ けですね
く家は外のまき小 械の後ろにつ ながれていま し1:".そのくまは、 F色
かけはいかにもおそろ しそうでしたが、 『見かけは」乙いいま
寸と、
• l;t ~'，はい 、 Itぃ、 〈↑〉
o !主L、
-見 fこととゐでは、
。丸Tこととろでは1 外 か ら見た 感じは、 というので寸ね包
見たところは、いかにむおそろ しそうでした。乙れ は ど人な勉味で
2 I しょうn い かに もおそろ しそう。
・とてし
玉
0 とてもおそるしをう。 まあ、 そんな施昧ですね。いかはも和そろ
しそうでした 〈仮笹) いかじも、 わ I，_ か々しい什いう
ζ とば~使い でますと、どうなりますか. いかにもかr，cしかった.
といわt;rいで、か々しそ弓だった. r~ 、かにも.J がくると、 大停
「そう」 という乙と 1;(がつ いてくるのですね。もちろん「そう Jだ
けじ亭従いので、 いかにも穿.げであった、というよう化曾い方もしj
ますが。 いかにもおそろしそうで じん。 I
とれまで、だれにむ望書ぞ加えたととの、 おそろしそうでしたが、'
ζ れまi'_γれにも将を加えた乙とのはい、 いたってがとな しいく l





o きずv ?Hまれるい とと喝さず 、 'ffi{e加 えるというと、
-常叶・脅:ICわせ た り司る。
0 ええω T脅すぞおわせたりする。そうですね舗人にさずをおわせ ?













0 きわめて。 ええ。 打、たってJというと、 (板番じつつ)




で、 話がちょっとかわるわけですね。 r出まどのあるこ階 のへh に|文脈の断続、 転換をは
は、 」いままでは‘ 楢匿の階下の客悶にいるくま使いの男牛、まさ!っきり扇醸して銃む。
5 I 小農の後ろにつながれているく蕊含書いてきたんですが、今度は崎 1も ちろん、その先の文
「出まどのある二階のへ やには、わたしの光ぞ受けて‘ 三人の小 さ 1:軍へ少し勝み進言t::r.t:い
な子どもたちが遊んでし、ました寸 「出まど」とf，， \~~抑っ -cいま相、ど泊|と、と ζで切れるとい
ふうな加、う役 ζの矧こはないでしょうかね机乙ういうととろのまと:;，'-<:.!知識l:l:.t;I-Iて引いわ
女向出しかるんです判出まとヰ普通は、 そういう、かべといいますれ[けであるが、 との授業
そういう所か ら飛び出レているのを申しますね。ただととでは !では、前にー 続してい
「出まどのあるこ簡のへや」とありますが、 では、どんなニ聞のへ lるので、と乙では、段
6 I ゃ なんだろうか。 皆さんはどんとEへやを銅像するでしょうねえ。 p答切れの具体的指導を
とのお話は、 E廷は前に閉しましたように宵年余り前の、 デンマー ク 1加えずに、女脈転換の
めたりの話と考えていいわけですね。そうすると、 ζ と に 書いてあ i注意をよび起すにとど









{板密 出まとのある二階掠の絵) Iζの文章のイメー ジを
O あの、二階と申 しましてあ、目志のとういう木造の二階硲て とは i正しくえがきうるかど
ちょっと湿っていて、 ζJういうこ震島根になっているみたいですね。
































もF 発 !司 応 答
が、 いっぱいさしているわけでじよう。そ乙で「三人 の小さな 子ど
もたちが遊んでいました。」 で 、 円、ちばん上の子は六つくらい
で」、 その三人の子どもの説明にとE りますね。 r~、ちばん上の子は
六 つく らいで、いちばん下の子は、まだニつにもなっていません。 J
三 人 いるわけですから、 もう一人いますねe い〈つくらいでしょう
オ"0
-四つ
0 まあ凶つくらいでしょうね。ち I うどその間の子どもがもう一人
い ます。で、 r(、ちばんよの子は六つくらいで、いちばん下の手ぽ
12 I まだこつに念なっていませ入a そのとき、パタン、パ亭ンと音が1./
若君 察








ちょっと ζ う( iでもつけてみると、 支 章 がよく続 きますね。
出 まどのあ る二階 のへやには、わたしの光を受 けて、 三人の小さ
伝 子 どもたちが、遊んでいました。 そのとき、 パタン、 パタ
13 I ンと菅が して、 ζれは、 f可の足 音々人で しょうね。
・はい、 はい、はい、 〈↑〉
0 はい、みんなわかるでし工うね。




うと、 どんな普号号、 どんな普とい っても、
しますか。






ね。 パタン、 パタン。 どっしりしてますか包 (↑〉
はい、 君はどんな感じがしますか。
・大ぎやからだでくる。。大きなからだでくるような、 〈↑〉 はい、








ら、 階だんぞ上ってくるのですから、 おそらくめのくまの前足で、 t 
f 隊だけパタン、パタンと、 ζ う上ってくる音でしzうね。そうい l
-95ー '
時間
6予〉 発 間 訂，、
うt玉ーをいっている人だろうと思います。
字守 ‘4ト， 暗主
「そ σ~tて重量、パq ン、 パタンと普がして、問だんや、 Jそ力伐の宇 Ir上っ'つのよみ方
ですけ どね、 皆さん、 昨日も今 ヨも「アカ 'J'! Jと枕みfましたμ。
1 5 I (阪'#1】 ζ の字[立E廷は fieがるJとし「のげる」とし、 どつらも制
。・字ヰEんですc たど旨 さんが、 ふだん教科@で切っとJ る時には、
教科信では 「あがる 」の と きに は「由リがの・いである人 ではないで
しょ うかね c. rあ げ る J役人てい「と声にLtr (1 Jが符いであるω
ですから、 「あが る Jと初む、ときに は、 r.6リ が多分野いてあると
出 い ます.今度教科待をよく見てごら ん伐さし、。で、 「が」がない
と狩には、レfこが司 て、 ζ れ は、たfごと う絡いでかったら 「のぼ る
1 6 と腕 む、ように々っ て いる と思うんです。まあ、 実際iニlまどっちも続
むよ み方の字 な ん です け どね。 で ‘ 乙乙は 1;がJがありませんか
ら、 rのぼってくる。 Jとよん だ方がいいでしょろ。
で、 「パタン、 パタンと音がして、|切だん令よってくるものがあり
ました。いったいだれが、 や ってくるのでしょう. J 
rl、ったいだれが、やっ てくるのでしょう。 Jζれは、 お月δまが、1:文章の未認部分への駒
E記者に、 続んでいる人 たちに、 そうい っているのですねー い よい よ|心と期待そし 4 て読み
1 7 
InJか始乏りそう公場面に伝ってまいりま した. では、 乙|進 む習 慣を形づくも。
18 
ζ ょで、 もう- 1烹繰り返して主主人でもらいま t ょ弓 l 乙んどは、
小原δん、
古川さんの怯んだとと弓からで寸か.
0 えー と、 める"、さ々、 最初から
・くぷと子ど乙たろ あるIJ・さな ・ ・ ・・ ・ ・い っ たいだれが
平ってくぞのでしょう.
0 は い、 そ ζ までに して。 (瓜仮の山物の絵のと乙今に_"l'..字 で
ぜlt~嘗 しつつ」さて‘乙の下のへやにi士、くま{使いの列がいたのです






191 0 子 rむたちがほんでいたe 手と・もが(01人てi 寸・かω
三人
0 三人の子どもたちが進んていたの とういよう局面にt:cります
す そ ζ でいよいよ("Jかカ:始まるのですが、 モ乙に、八q ン、 パ
タンと音がし て、 1"1'替かが上ってきた。
では、その次のととろを、 ζ んどは高崎。んですか.
・力タンとPb人 ・・・・・・と、 月i士、 3いま L"た。
2 0 I 0 1"1:ぃ、手 ζ まで. えー r;ゲタンと戸が、 ぬき Eレ1::. _一一見る
と、それ!t、か勺くモてったのです，J ~人きな毛むくじe ら仕






がそ 乙 へす く'顔を， ~じしたんですか。なにか乙乙に、 一一一酬がめり トー一線のがらわす:牒lほ
.J: -q-t:l.ち ょっと、 l秒か2砂か、けつ rん1"τィ どーんたちが、その
そ乙かム仰が出てくるかと見つめているよう々同附tJ人そとに椛れ
ます~;l0 そ乙へ、 ぬっと、 くぷがあら nれたわけですn
n'.!.ると、それ1t、ぁοくーまでったのです. J rモれはJという
2 1 I ことばI主、 ζHIヘ fぞれ」とれ 「あれ Jとか‘伺かを指す ζ と IrそHI主ー掃示鰐
lどですが、乙こご1-:'(可をさしているわけですか。
• l t (.、。入、壇監さん
-9 6ー
発 FJl 応、 答 考 察
.:J:fタンと戸をあげたもの
0 ガタンと戸をゐけたもの。 ほかにありますか。 その後
ろの水野さん
-はい、まさ小屋の後ろにつながれであるくま




0 のぼってきたもの。 ほかになにか。 あの、 「とれ」と
か、 「あれ」とかいうととはは、だいたい、 ζ の、文章の前の方に
ある ζ とばをさしておりますね。で、いま三つの税が出たわけです
が、一つは、カ'タンと戸ぞあけたもの、ぞれからもう一つは、階だ
23 I んを上ってくるもの、それからもう一つは、 まさ小島の後ろにつな
がれていた 、 その中で一つだけ、 何だかちょっとへんなの
があるね。いま三つの 中で。いちばんへんだなと思われるのは、ど
れですが。 (↑〉 はい、
-外のまさ小屋にくまがつながれていた。。それぞ 「それは」というのは、ちょっとおかしいね。 rそれは、 |乙の部分の柳原まや噌ー
あのくまだったのです。 J rそれは」がそれをさすとしては、少し jLEを要する。結論的に
との支認の続きがおかし~'0 で、ととでは、階だんぞ上って lは ζ れで誤りはないと
きたものをさすと見るか、あるいは、ガタンと戸をあけたものと見 |思うが、 円、ったいだ
2 ~ I るか、だいたいこつのととが考えられますね。 で、乙れは、あのな lれがやってくるのでし
んていいますか、叉法的といいますか、支翠の ζ とばづかいのよか jょう。 jの「だれがJ
らいいますと、 「そのとき、 パタン、パ4 ンと音がして、階だんそ |を受けて、 fそれはJ
上ってく るものがめりま した。いったいだれが、やってくるのでレ |といっている、との照














のくまだったJというのは、 「あのJ (↑〕 は い、
. -;;1::き小屋につながれていた
0 ええ、そうですね。ずっと前の方に、外のまさ小屋の後ろにつな
がれていた、あのくまだったのです。 ζ の f大きな毛む、くじ宇
らなくまだったのです包 Jというととばは 、官官の方には、どんなふ
うに省tかれてい ました。
-は い、 は い、 はい (↑ 〉
o ~;t ~、



















。前の方にほ、 「外のまさ小屋高の後ろにつながれてし、ま した。見か |ばいけない。単に文章
けはいかにもおそろしそうでしたが、 Jと曾いていたのを、 実際い |の表面上の指摘に終わ
ま自の官官に見て、とれを、 「大きとt毛む、く じゃ らなくまだったので |らず、内容的に恵味体
す。」と結いているのですね。 それは、 あのくまだったの !制化してゆく。 たいせ
-97-
守 1 発 間 応 答 考 聖書
です。大きな毛むくじゃらなくまだったのです。行こったひとり、中 |つな指導の場面である。
庭でじっとしているのがたいくつになったので、なんというととも




0 ええ、くまが二二階に止ニってきたわけ。 ですからとれば、お l情慢の叡述、月の説明
月さまが、そのわけを読者に説明しているんですね。 ですか !月の説者への とと lふ











0 目的もはく自然に、そうですね。ですから、 ζ のくまは、別にお|って、すなおな読みを
なかがすいたから何か食べ物を見つけようと思ってきたわけでもな 1!(Oげる面がめる。 )と
L、。子どもたちと遊んでやろうというような気持で待別来たわけで |の程度の税明で軽く統
もない。 中庭でじっ と しているのがたいくつにとEったので、 いJておく万が、物語文
ただなんというとともなく、なんという目的もなく、階だんを上っ|め読みとしては活当で




-と、子どもたちは ・・ ・ ・大きい犬なんだ、 と、子どもたち
は、 思いました。
W む す び
乙乙散年の研究をとかして，われわれが一貫して主張して来たのは ， I読みの機能Vζ立つ読解指導」
というととであった。そとで，まず児童".生徒の読みの様態干とさく'!i.読みの1活動の中で子どもたちの
















今回の笑践にかいても. i (玄と子どもたち」ぁー・よび「野生のさゐ」 のC築講義形践には ，乙の態皮が
強 〈打ち出されていゐ。読みが ， 読み手の主観~乞よっ て文脈から逸脱するようなと とのないように，既
読部分をふ P 返り ， ふり返っては先へ読み進むという 4 うな習慣を養う ょ っ~'[努力したのも文章の全体
性を重視するが故である。





でタ重圧を食べていま した。・・ ・・・」 とあるが，その 「すわり とんでjを ，単K換言的に教授しただ
けでは全体の文l蜘てる、付る位置づけと ，その機能が明確になら攻加。どうしても ，ぐを使凶の心境一





と呼ぶ人もあり， i志一味構造」と名づける人 もあゐ。が ，いずれ(1(せよ .語や，文が文章全体の力動的
な関連の中でその機能"a:働かすとM う事情を説明していゐものと芳えられる。 したがって ，理想からい
えば，読み手が，文章を読みながら ，語 ・文 ・段落などの意味を ，場の函数関係』てまj"¥r.t.て発見する ζ と
が望ま しいのである。意味は単vc受動的tI(与えらるべきものではなくて， 読み手によっ て発見さゐべき
ものなのである。しかしながら ，小 ・中学校の児童 ・生徒の読みの機能は未熟であるから，教師によっ
て， 文章の意味構造ゃ，函数関係を解きほ ぐす，ほ ぐし刀、たが助言されるわけであるロ 乙とはの内実を
了解すると加うととロ，時によっては事物への直接 ，制緩の体験によって具体化し，拡充する乙とを必
要とすゐ。 i絵を見る喜び」の巾で ，直観的7i具体物を媒介と して.読みK際しての内容体験の拡充を
図ったのはそのolJであゐ。いわば ，乙とばという抽象と ，ぞれvc対応する具象とを結び，これそ一段深
いζ とばの体験と して定着させよ うとしたものである。そ乙では ，コトパー 具象一一コト パという形
での学習をとかして， 思考と認識の高まりを企図 したといえよう。ととばをと会して，事象をつかむと
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